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はじめに 
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）の一部

改正により、平成 20 年４月から、全ての教育委員会は、毎年、その権限に属す

る事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する

報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないこととさ

れました。 

点検・評価の導入については、合議制の教育委員会の定める基本方針のもと、

教育長及び委員会事務局が執り行っている教育行政事務について、教育委員会

自らが事後に点検・評価を行う必要性が高いと考えられ、また、市民に対する

説明責任を果たし、その活動を充実することが求められている現状に照らし、

今般の法改正において義務付けられたものです。 

この報告書は、同法の規定に基づき、市教育委員会が行った点検・評価の結

果をまとめたものです。 

市教育委員会では、今回の点検・評価の結果について、ＰＤＣＡサイクルの

理念に基づき、評価結果を市民に公表し、また、その意見を次年度以降の事業

の立案に反映させることにより、事務改善に役立つよう努めてまいりたいと考

えておりますので、市民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

平成 20 年 11 月 

 

岸和田市教育委員会 
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教育委員会の点検・評価制度について 

 

１ 教育委員会の点検・評価制度の概要 

(１) 地教行法改正のポイント 

 ○ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）の改

正では、効果的な教育行政の推進に資するともに、住民への説明責任を果たして

いくため、教育委員会が、①毎年、②教育長及び事務局の事務執行を含む教育委

員会の事務の管理執行の状況について、③教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図りつつ、点検評価を行うこととし、④その結果に関する報告書を作成

し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことが新たに規定された。 

 

○ 具体的な点検・評価の項目や報告書の様式、議会への報告、公表の方法などに

ついては、国が基準を定めるのではなく、各教育委員会が実情を踏まえて決定す

ることとなる。 

 

(２) 学識経験者の知見の活用について 

  ○ 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用については、点検・評価の客観性

を確保するためのものである。活用の仕方については、評価の方法や結果につい

て教育に関し学識経験を有する者の意見を聴取する機会を設けるなど、各教育委

員会の創意工夫により対応することとされている。 

 

  ○ なお、学識経験者は、教育委員や現職教員・事務局職員等ではない者で、教育

に関して公正な意見を述べることが期待できる人を想定されている。あくまでも

評価の客観性を確保するという趣旨によるものなので、必ず教員経験者や、大学

の研究者などの教育についての専門家でなければならないということではない。 

 

(３) 実施時期 

  ○ 改正地教行法の施行は平成20年４月１日であり、また法第27条第２項において

点検・評価は毎年行うこととされているため、平成20年度中に点検及び評価を実

施し、議会への提出及び公表を行うことが必要となる。 

  ○ 実施の時期については、例えば前年度における取組状況の点検・評価結果につ

いて、６月～９月頃の議会に報告・公表することや、当該年度における取組状況

の点検・評価結果を３月頃（年度末）の議会に報告・公表するなど、各教育委員

会が実情を踏まえて決定する。 
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２ 岸和田市教育委員会の点検・評価の手法 

  地教行法改正の趣旨等に沿い、本市教育委員会の評価手法について、学識経験者の

ご意見も頂きながら検討を進め、平成20年８月に「岸和田市教育委員会点検評価実施

要領」（資料「点検評価実施要領」参照）を制定した。 

 

  平成20年度における点検・評価の概要は、次のとおりである。 

 (１) 目的 

    効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、市民への説明責任を果たし、市

民に信頼される教育行政を推進することを目的とする。 

 

(２) 実施方法 

  ○ 教育方針に掲げた施策体系を基に、教育委員会事務局各課の懸案事項など主要な

施策・事業（平成20年度は21項目）を抽出整理し（資料「点検評価項目」参照）、

評価シートにて点検・評価を行った。 

  ○ 事業実施担当課において評価シートを用い、施策・事業の目標に対して可能な限

り定量評価を行った。 

  ○ 前年度の取組状況を点検・評価し、12月議会に報告する。 

 

(３) 点検・評価の流れ 

点検・評価を実施するに当たり、次のＰＤＣＡサイクルを繰り返すことにより、

継続的な事務改善を行っていく。 

Plan (立案)： 教育行政に関する各種計画の策定 

Do (実行)： 計画に基づいた業務の遂行 

Check (評価)： 点検・評価の実施、報告書の作成 

Action (改善)： 議会への報告・市民への公表 → 改善・見直しの検討 

 

 (４) 点検・評価の経過 

年 月 会議等 内 容 

平成20年５月 部課長会議 
点検・評価手法等について 
点検・評価対象項目の抽出 

平成20年６月 定例教育委員会 点検評価実施要領（素案）について 

平成20年８月 第１回評価委員会 
評価委員会委員の委嘱 

点検評価の手法等について 
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年 月 会議等 内 容 

平成20年８月 定例教育委員会  点検評価実施要領の制定について 

平成20年９月 第２回評価委員会 
点検・評価シート（案）について 

（委員に各評価シートを説明） 

平成20年10月 第３回評価委員会 点検・評価結果について 

平成20年11月 定例教育委員会 点検・評価報告書（案）について 

平成20年11月 市議会に報告書を提出 

 

(５) 学識経験者の知見の活用について 

  ○ 地教行法第27条第２項の規定に基づき、同条第１項の点検及び評価を行うに当

たって教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、岸和田市教育委

員会評価委員会を設置した。（資料「評価委員会設置要綱」参照） 

 

  ○ 委員は４人以内で組織し、教育委員会より委嘱した。委員の任期は、委嘱した

日から同日の属する年度の翌年度の末日まで。 

    委員の構成 

 教育委員経験者 １人 

     学校教育関係者 ２人 

     生涯学習関係者 １人 

（資料「評価委員会委員名簿」参照） 

  ○ 評価委員会は、３回開催した。 

              評価委員会の開催状況 

区 分 開催日 内 容 

第１回 平成20年８月１日（金） 点検・評価の手法等について 

第２回 平成20年９月19日（金） 点検・評価シート（案）について 

第３回 平成20年10月31日（金） 点検・評価結果について 

 

(６) 市民への公表 

    評価結果は、市ホームページ、広報きしわだ掲載等により公表する。 
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点検・評価結果 
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点検・評価シートの見方 

 

 １．項目 

   教育方針に掲げた施策体系を基に、教育委員会事務局各課の懸案事項など

主要な施策・事業（平成 20年度は 21項目）を抽出整理し、項目ごとに評価

シートにて点検・評価しています。 

 

 ２．目標 

   点検・評価項目が目指す目標を、その必要性や意図・ねらいなどを記載し

ています。 

 

 ３．教育方針での位置付け 

   平成 19 年度教育方針に掲げられた体系をもとに、該当する方針を中分類

まで記載しています。 

 

 ４．Ｈ19決算額 

   平成 19 年度決算額を記載しています。 

 

 ５．担当課 

   部課（室・館）名を記載しています。 

 

 ６．事業の概要 

   (2)の目標を達成するために行う事業や施策について、その概要を記載し

ています。 

 

 ７．平成 19年度目標値 

   平成 19 年度の具体的取組みを表す指標を設定し、その目標値を記載して

います。 

 

 ８．前年度数値又はその他参考値 

   (7)の目標値と比較できるよう、平成 18年度の数値、もしくは全国値、類

似値などを記載しています。 
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 ９．平成 19年度の取組み状況 

   (6)の事業の概要で記載した内容のうち、平成 19年度中に実際に取り組ん

だ内容を記載しています。 

 

10．平成 19年度実績値 

   (7)の目標値に対して、平成 19年度末の実績値を記載しています。 

  

11．評価 

   評価委員会委員の意見を参考にしながら、次の３項目をもって評価を行う。 

  【取組み後の効果】 

   平成 19 年度の取組みを実施した結果、現れた効果を(2)の目標と照らしつ

つ記載しています。 

  【点検結果】 

   取り組み後の効果結果も踏まえて、目標に対する達成度や効果・効率度な

ど、担当課としての最終評価を記載しています。 

  【課題・方向性】 

   今後の課題や見直し点などについて記載するとともに、その改善の必要性、

方向性を記載しています。 
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2
5
校

中
1
4
5
校

　
が

委
託

を
実

施
。

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
３

校
の

委
託

（
城

北
小

、
光

明
小

、
東

葛
城

小
）

・
平

成
2
0
年

度
新

規
委

託
１

校
及

び
委

託
業

者
の

　
選

定
。

・
３

校
（
城

北
小

、
光

明
小

、
東

葛
城

小
）
の

委
託

　
　

対
象

児
童

数
　

　
1
,0

9
2
名

（
城

北
小

5
5
9
名

、
光

明
小

4
1
9
名

、
東

葛
城

小
1
1
4
名

）
　

　
実

施
期

間
　

　
４

月
～

３
月

　
　

給
食

実
施

回
数

　
　

1
9
0
回

　
　

委
託

業
務

履
行

状
況

の
確

認
　

　
　

　
業

者
が

作
成

す
る

学
校

給
食

日
常

点
検

票
、

作
業

工
程

表
、

作
業

動
線

図
、

調
理

業
務

完
了

確
認

書
　

　
　

　
等

の
各

書
類

を
学

校
（
毎

日
）
及

び
教

育
委

員
会

（
月

１
回

及
び

必
要

の
都

度
）
が

点
検

を
行

い
、

業
務

　
　

　
　

履
行

状
況

の
確

認
を

行
っ

た
。

　 ・
平

成
2
0
年

度
新

規
委

託
校

を
東

光
小

に
選

定
（
1
0
月

）
・
東

光
小

委
託

業
者

選
定

（
２

月
）

・
東

光
小

保
護

者
説

明
会

（
２

月
）

・
平

成
1
8
年

度
学

校
給

食
調

理
業

務
の

民
間

委
託

に
係

る
検

証
報

告
作

成
及

び
公

表
（
２

月
）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
平

成
2
2
年

度
ま

で
に

７
校

程
度

に
委

託
を

拡
大

す
る

。
・
委

託
の

拡
大

に
伴

う
事

務
量

が
増

大
し

て
い

る
た

め
、

事
務

執
行

体
制

の
整

備
が

  
必

要
で

あ
る

。
・
民

間
委

託
に

よ
り

得
ら

れ
た

節
減

費
用

は
、

給
食

環
境

の
向

上
に

活
か

せ
る

よ
う

努
　

め
る

。

7

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
今

ま
で

の
学

校
給

食
の

良
さ

を
生

か
し

な
が

ら
、

よ
り

効
率

的
・
効

果
的

な
運

営
を

図
る

た
め

、
学

校
給

食
調

理
業

務
の

う
ち

「
調

理
及

び
洗

浄
業

務
等

」
を

計
画

的
に

民
間

委
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
校

給
食

環
境

全
般

の
向

上
を

図
る

。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

 ２
　

学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

・
委

託
の

方
式

　
委

託
す

る
業

務
は

、
学

校
給

食
業

務
の

う
ち

食
材

料
の

検
収

及
び

管
理

、
調

理
、

食
器

具
等

の
洗

浄
、

施
　

設
設

備
の

清
掃

、
残

菜
及

び
ゴ

ミ
の

処
理

等
と

し
、

献
立

の
作

成
と

食
材

料
の

購
入

は
委

託
の

対
象

と
し

　
な

い
。

・
委

託
業

者
の

選
定

　
業

者
選

定
委

員
会

に
お

い
て

、
提

出
さ

れ
た

提
案

書
を

総
合

的
に

評
価

し
、

学
校

給
食

を
理

解
し

、
業

務
を

　
円

滑
に

履
行

で
き

る
業

者
を

選
定

す
る

。

・
市

内
2
4
校

中
、

３
校

の
委

託
（
城

北
小

、
光

明
小

、
東

葛
城

小
）

・
平

成
2
0
年

度
新

規
委

託
１

校
（
東

光
小

）
及

び
委

託
業

者
の

選
定

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

民
間

委
託

に
伴

う
経

費
節

減
額

　
　

(1
) 

直
営

に
要

す
る

経
費

　
  

  
  

  
 6

4
,0

9
7
千

円
　

　
(2

) 
民

間
委

託
に

要
す

る
経

費
　

  
3
9
,5

7
0
千

円
　

　
(3

) 
経

費
節

減
額

(1
)-

(2
) 

  
  

  
  

  
2
4
,5

2
7
千

円

　
【
点

検
結

果
】

　
業

務
全

般
を

通
し

て
、

本
市

が
定

め
た

仕
様

・
契

約
内

容
に

よ
り

、
調

理
・
洗

浄
業

務
等

の
委

託
業

務
が

適
切

に
履

行
さ

れ
、

学
校

給
食

の
質

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

な
く
、

経
費

の
節

減
や

労
務

管
理

が
不

要
と

な
る

な
ど

、
よ

り
効

率
的

・
効

果
的

な
運

営
が

図
ら

れ
て

い
る

。



項
目

番
号

　
２

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
公

立
幼

稚
園

ア
フ

タ
ー

ス
ク

ー
ル

　
　

（
預

か
り

保
育

）
事

業
の

推
進

1
9
,7

1
2

教
育

総
務

部
総

務
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
　

1
8
年

度
は

２
園

で
試

行
実

施
（
大

芝
、

常
盤

幼
稚

園
）

　
平

均
1
5
～

2
0
名

／
日

の
利

用

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

2
3
園

中
７

園
の

試
行

実
施

（
東

光
、

天
神

山
、

  
大

芝
、

大
宮

、
八

木
南

、
常

盤
、

山
直

南
幼

稚
園

）

　
・
2
3
園

中
７

幼
稚

園
で

の
試

行
実

施
（
東

光
、

天
神

山
、

大
芝

、
大

宮
、

八
木

南
、

常
盤

、
山

直
南

幼
稚

園
）

　
　

実
施

期
間

　
　

４
月

～
３

月
　

　
実

施
日

数
　

　
2
4
0
日

　
　

延
べ

利
用

者
数

　
　

2
4
,2

0
4
名

　
　

保
護

者
負

担
金

収
入

　
　

1
0
,1

5
2
千

円
　

・
職

員
研

修
（
夏

季
に

実
施

園
で

の
実

習
）

　
・
５

園
に

空
調

設
備

の
整

備
（
６

～
７

月
）

　
・
全

園
実

施
に

向
け

て
の

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
全

園
で

実
施

（
７

～
８

月
）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

よ
り

地
域

の
人

や
物

、
環

境
と

密
着

し
た

幼
稚

園
の

あ
り

方
を

探
る

中
で

、
今

後
、

こ
の

事
業

の
展

開
を

考
え

る
。

8

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
安

全
で

安
心

し
て

遊
べ

る
環

境
を

保
育

終
了

後
も

園
児

に
提

供
し

、
子

育
て

支
援

に
も

寄
与

す
る

。

Ⅰ
　

学
校

園
の

推
進

の
た

め
に

１
 　

創
意

工
夫

を
生

か
し

た
特

色
あ

る
教

育
　

　
 活

動
の

推
進

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
平

成
1
8
年

４
月

か
ら

試
行

が
始

ま
っ

た
事

業
で

、
在

園
児

で
希

望
す

る
園

児
を

、
保

育
終

了
後

も
引

き
続

き
午

後
４

時
3
0
分

ま
で

幼
稚

園
で

預
か

り
（
夏

休
み

、
冬

休
み

、
春

休
み

中
も

実
施

）
、

安
全

で
安

心
し

て
園

児
が

遊
べ

る
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
が

安
心

し
て

家
事

や
用

事
・
仕

事
を

し
た

り
、

ゆ
と

り
を

も
っ

て
子

育
て

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

家
庭

の
子

育
て

支
援

を
目

的
と

し
て

実
施

す
る

。
　

ア
フ

タ
ー

ス
ク

ー
ル

参
加

費
　

月
利

用
　

6
,0

0
0
円

　
　

１
日

利
用

　
5
0
0
円

・
2
3
園

中
７

園
の

試
行

実
施

（
東

光
、

天
神

山
、

大
芝

、
大

宮
、

八
木

南
、

常
盤

、
　

山
直

南
幼

稚
園

）
、

平
均

1
5
～

2
0
名

／
日

の
利

用
。

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

試
行

実
施

２
年

目
と

な
る

２
園

（
大

芝
、

常
盤

）
に

つ
い

て
は

、
幼

稚
園

の
サ

ー
ビ

ス
（
制

度
）
と

し
て

定
着

。
地

域
の

幼
稚

園
へ

の
認

知
度

も
高

ま
っ

て
い

る
。

保
護

者
に

と
っ

て
は

、
子

育
て

支
援

や
就

労
支

援
等

個
人

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

利
用

の
仕

方
が

で
き

て
い

る
た

め
、

各
園

で
の

利
用

も
コ

ン
ス

タ
ン

ト
に

見
込

ま
れ

て
い

る
。

 　
【
点

検
結

果
】

　
幼

稚
園

機
能

の
拡

充
の

た
め

、
教

育
課

程
外

の
教

育
活

動
と

し
て

実
施

し
て

い
る

。
本

市
の

よ
う

に
地

域
の

小
学

校
と

併
設

し
た

幼
稚

園
の

利
点

を
生

か
す

た
め

、
「
地

域
に

お
け

る
子

育
て

支
援

」
を

す
す

め
る

視
点

に
た

っ
て

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
に

さ
ら

な
る

創
意

工
夫

や
特

色
づ

く
り

を
探

り
た

い
。



項
目

番
号

　
３

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

市
立

中
学

校
へ

の
ス

ク
ー

ル
ラ

ン
チ

の
導

入
1
9
6

教
育

総
務

部
総

務
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
平

成
1
9
年

度
・
貝

塚
市

(５
校

)　
　

　
１

日
平

均
利

用
者

率
6
.8

％
・
泉

佐
野

市
(５

校
)　

 １
日

平
均

利
用

者
率

2
.0

％

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
１

校
で

試
行

実
施

す
る

。
・
目

標
利

用
者

率
2
2
％

（
市

内
全

中
学

校
で

家
庭

か
　

ら
の

弁
当

が
な

い
こ

と
が

あ
る

生
徒

の
率

）

・
中

学
校

昼
食

サ
ポ

ー
ト

事
業

基
本

方
針

策
定

（
５

月
）

・
業

者
選

定
（
７

月
）

　
　

提
案

及
び

試
食

評
価

に
よ

る
契

約
予

定
業

者
の

選
定

。
　

　
選

定
委

員
会

２
回

開
催

・
北

中
学

校
１

校
で

試
行

　
　

実
施

期
間

　
　

　
９

月
～

３
月

　
　

実
施

回
数

　
　

　
9
8
回

　
　

食
券

販
売

　
　

　
始

業
前

4
0
分

程
度

　
　

弁
当

受
渡

　
　

 昼
休

み
中

　
　

利
用

食
数

　
　

　
延

べ
 2

,1
9
9
食

　
　

販
売

価
格

　
　

　
3
7
0
円

・
業

者
が

作
成

し
た

献
立

の
点

検
・
指

導
（
９

月
か

ら
月

１
回

）
・
毎

月
献

立
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

・
北

中
学

校
の

全
生

徒
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

実
施

（
1
0
月

実
施

）
　

　
　

　
　

　
　

回
答

人
数

　
5
2
6
人

（
回

答
率

8
5
.1

％
）

【
課

題
・
方

向
性

】
・
平

成
2
0
年

度
は

、
全

校
で

試
行

実
施

す
る

。
・
全

校
実

施
し

た
場

合
、

結
果

の
検

証
を

早
急

に
行

い
、

制
度

の
充

実
を

図
る

。
。

9

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
希

望
す

る
生

徒
に

専
門

業
者

が
作

っ
た

安
全

で
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
ス

ク
ー

ル
ラ

ン
チ

を
学

校
内

で
販

売
す

る
こ

と
に

よ
り

、
成

長
期

に
あ

る
生

徒
へ

の
栄

養
補

完
や

家
庭

の
子

育
て

支
援

に
も

寄
与

す
る

。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
  

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

・
中

学
校

の
平

常
授

業
日

に
、

専
門

業
者

が
食

材
料

を
調

達
、

調
理

し
た

ス
ク

ー
ル

ラ
ン

チ
（
主

食
と

副
食

で
　

構
成

）
を

販
売

す
る

。
・
ス

ク
ー

ル
ラ

ン
チ

は
、

栄
養

所
要

量
に

配
慮

し
た

も
の

で
販

売
価

格
は

、
１

食
に

つ
い

て
、

4
0
0
円

程
度

の
　

利
用

し
や

す
い

価
格

と
す

る
。

・
販

売
業

者
に

対
し

て
は

、
食

券
の

販
売

と
弁

当
受

渡
、

回
収

の
手

数
料

と
し

て
2
,0

0
0
円

／
日

を
支

払
う

。

・
１

校
（
北

中
学

校
）
を

試
行

実
施

し
た

。
・
利

用
者

率
3
6
％

（
利

用
し

た
こ

と
が

あ
る

生
徒

）
・
１

日
平

均
利

用
者

率
3
.5

％

〔
1
1
．

評
価

〕

【
取

組
み

後
の

効
果

】
 　

試
行

後
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

た
（
平

成
1
9
年

1
0
月

実
施

、
5
2
6
名

回
答

）
と

こ
ろ

、
1
8
2
名

（
3
6
％

）
の

生
徒

が
利

用
し

た
こ

と
が

あ
る

と
の

回
答

を
得

た
。

【
点

検
結

果
】

　
ス

ク
ー

ル
ラ

ン
チ

開
始

後
１

ヶ
月

経
過

し
た

1
0
月

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
目

標
利

用
者

率
2
2
％

を
上

回
り

、
3
6
％

の
利

用
者

率
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

弁
当

を
家

庭
か

ら
持

参
出

来
な

い
生

徒
に

対
し

、
栄

養
補

完
と

い
う

点
で

十
分

寄
与

出
来

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　
し

か
し

、
年

度
全

体
と

し
て

は
、

１
日

平
均

利
用

者
数

が
3
.5

％
（
平

成
2
0
年

３
月

は
2
.2

％
）
で

徐
々

に
減

少
し

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

事
業

の
ニ

ー
ズ

及
び

効
果

等
を

検
証

し
て

い
く
。



項
目

番
号

　
４

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

大
規

模
改

修
・
耐

震
化

の
年

次
的

な
推

進
2
8
,8

7
5

教
育

総
務

部
学

校
管

理
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
・
耐

震
化

率
　

　
棟

数
比

　
3
9
.5

％
　

　
面

積
比

　
4
1
.8

％

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
計

画
的

な
耐

震
化

の
達

成
を

図
り

、
安

心
・
安

全
な

学
校

づ
く

り
に

寄
与

す
る

。
Ⅰ

　
学

校
園

教
育

の
推

進
の

た
め

に
２

　
 学

校
園

教
育

へ
の

施
策

・
支

援

10

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

箇
年

計
画

に
基

づ
き

、
計

画
的

な
耐

震
化

の
達

成
を

図
る

。
ま

た
、

耐
震

化
に

伴
い

可
能

な
範

囲
に

お
い

て
大

規
模

改
造

を
行

う
。

・
岸

和
田

市
学

校
教

育
施

設
耐

震
化

計
画

を
策

定
し

た
。

・
浜

小
学

校
耐

震
補

強
設

計
及

び
大

規
模

改
造

工
事

設
計

を
完

了
し

た
。

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

岸
和

田
市

学
校

教
育

施
設

耐
震

化
計

画
を

策
定

し
た

こ
と

に
よ

り
、

本
市

に
お

け
る

耐
震

化
率

等
、

現
状

の
把

握
が

で
き

、
計

画
的

な
耐

震
化

の
取

組
み

に
対

し
、

よ
り

一
層

の
効

果
を

も
た

ら
し

た
。

 　
【
点

検
結

果
】

　
こ

の
耐

震
化

計
画

を
策

定
し

た
こ

と
に

よ
り

、
数

値
に

よ
る

管
理

が
容

易
と

な
っ

た
為

、
目

標
達

成
に

向
け

大
き

く
前

進
す

る
こ

と
が

出
来

た
と

判
断

す
る

。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
岸

和
田

市
学

校
教

育
施

設
耐

震
化

計
画

の
策

定
・
浜

小
学

校
耐

震
補

強
設

計
及

び
大

規
模

改
造

工
事

　
設

計
を

行
う

。

・
旧

耐
震

基
準

に
よ

り
建

設
さ

れ
た

各
学

校
園

の
各

棟
に

お
い

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
試

験
を

行
う

。
　

(７
月

～
1
0
月

)
・
岸

和
田

市
耐

震
化

優
先

度
判

定
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
　

　
耐

震
度

評
価

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
と

耐
震

１
次

診
断

を
基

に
耐

震
度

判
定

を
行

う
。

　
　

優
先

度
判

定
　

耐
震

度
評

価
を

基
に

優
先

順
位

を
つ

け
る

。
・
耐

震
化

優
先

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

基
に

、
岸

和
田

市
学

校
教

育
施

設
耐

震
化

計
画

の
骨

子
の

策
定

・
政

策
推

進
戦

略
会

議
　

　
1
1
月

2
7
日

　
耐

震
化

計
画

概
略

説
明

を
行

う
。

　
　

１
月

2
5
日

　
　

付
議

す
る

。
・
岸

和
田

市
学

校
教

育
施

設
耐

震
化

計
画

の
策

定
(２

月
)

・
浜

小
学

校
耐

震
補

強
及

び
大

規
模

改
造

工
事

に
伴

う
設

計
委

託
(６

月
～

３
月

)
　

【
課

題
・
方

向
性

】
　

財
政

状
況

等
を

勘
案

し
な

が
ら

、
計

画
通

り
1
0
箇

年
で

幼
稚

園
も

含
め

た
学

校
教

育
施

設
の

耐
震

化
率

1
0
0
％

達
成

を
目

指
す

。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
５

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
創

立
1
0
0
周

年
記

念
事

業
の

推
進

4
1
,5

7
3

産
業

高
等

学
校

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
・
昭

和
6
2
年

創
立

8
0
周

年
記

念
事

業
　

　
第

１
体

育
館

建
設

（
床

面
積

2
,8

0
0
㎡

）
・
平

成
９

年
創

立
9
0
周

年
記

念
事

業
　

　
寺

田
元

之
助

翁
胸

像
設

置
・
記

念
講

演

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

・
特

別
棟

改
修

工
事

竣
工

　
　

　
建

築
工

事
・
電

気
工

事
・
衛

生
工

事
　

　
１

階
生

徒
食

堂
（
内

装
・
照

明
・
調

理
器

具
1
5
台

）
、

２
階

便
所

（
男

女
別

便
所

）
、

　
３

階
多

目
的

ﾎ
ｰ

ﾙ
（
内

装
・
照

明
・
空

調
機

器
２

基
・
会

議
用

イ
ス

3
0
0
脚

・
講

義
卓

　
１

台
・
シ

ュ
ー

ズ
ボ

ッ
ク

ス
７

台
・
チ

ェ
ア

ー
ポ

ー
タ

ー
５

台
）
の

改
修

・
記

念
行

事
の

実
施

　
　

1
1
月

1
7
日

記
念

式
典

開
催

(卒
業

生
等

約
1
，

0
0
0
人

参
加

）
　

　
Ｄ

Ｖ
Ｄ

付
き

記
念

誌
（
2
，

5
0
0
部

）
の

作
成

等

・
特

別
棟

の
改

修
　

創
立

1
0
0
周

年
記

念
事

業
実

行
委

員
会

を
中

心
に

教
職

員
・
同

窓
会

・
P

T
A

等
関

係
組

織
と

連
携

し
、

事
業

計
画

に
基

づ
き

特
別

棟
（
１

階
生

徒
食

堂
、

２
階

便
所

、
３

階
多

目
的

ﾎ
ｰ

ﾙ
）
を

改
修

す
る

。
・
記

念
行

事
の

実
施

　
1
1
月

1
7
日

　
記

念
式

典
開

催
(浪

切
ホ

ー
ル

）
及

び
記

念
講

演
の

実
施

　
1
1
月

　
Ｄ

Ｖ
Ｄ

付
き

記
念

誌
の

作
成

等

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

２
．

目
標

　
明

治
4
0
年

６
月

に
本

校
が

創
立

さ
れ

、
平

成
1
9
年

に
創

立
1
0
0
周

年
の

年
に

当
り

そ
れ

を
記

念
し

て
、

特
別

棟
の

改
修

及
び

記
念

行
事

を
実

施
す

る
。

11

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
平

成
1
9
年

創
立

1
0
0
周

年
記

念
事

業
・
特

別
棟

改
修

工
事

竣
工

・
記

念
行

事
の

実
施

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

１
階

生
徒

食
堂

や
３

階
多

目
的

ホ
ー

ル
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

り
、

１
階

生
徒

食
堂

で
は

、
生

徒
よ

り
明

る
く
清

潔
に

な
っ

た
と

好
評

を
得

て
お

り
、

ま
た

３
階

多
目

的
ホ

ー
ル

で
は

改
修

後
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
総

会
・
同

窓
会

・
進

路
説

明
会

や
保

護
者

会
等

に
2
5
回

余
り

生
徒

・
保

護
者

・
卒

業
生

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
 　

【
点

検
結

果
】

　
１

階
生

徒
食

堂
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

を
増

や
す

た
め

の
メ

ニ
ュ

ー
の

多
様

化
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

今
後

３
階

多
目

的
ホ

ー
ル

の
利

用
状

況
等

を
含

め
て

ニ
ー

ズ
及

び
効

果
等

を
検

証
し

て
い

く
。

・
平

成
1
7
年

５
月

創
立

1
0
0
周

年
記

念
事

業
実

行
委

員
会

設
立

・
平

成
1
7
年

９
月

１
日

よ
り

特
定

寄
附

受
付

（
特

定
寄

附
3
5
8
件

、
寄

附
金

4
0
,9

6
9
千

円
）

・
平

成
1
9
年

６
月

か
ら

特
別

棟
の

改
修

工
事

着
工

・
平

成
1
9
年

９
月

特
別

棟
の

改
修

工
事

(建
築

工
事

・
電

気
工

事
・
衛

生
工

事
)竣

工
　

　
１

階
生

徒
食

堂
（
内

装
・
照

明
・
調

理
器

具
1
5
台

入
替

え
）
、

２
階

便
所

（
男

女
別

便
所

）
、

３
階

多
目

的
　

　
ﾎ

ｰ
ﾙ

（
内

装
・
照

明
・
空

調
機

器
２

基
・
会

議
用

イ
ス

3
0
0
脚

・
講

義
卓

１
台

・
シ

ュ
ー

ズ
ボ

ッ
ク

ス
７

台
・

　
　

チ
ェ

ア
ー

ポ
ー

タ
ー

５
台

）
の

改
修

・
平

成
1
9
年

1
1
月

Ｄ
Ｖ

Ｄ
付

き
記

念
誌

の
作

成
・
平

成
1
9
年

1
1
月

1
7
日

記
念

式
典

開
催

(浪
切

ホ
ー

ル
）
及

び
記

念
講

演
の

実
施

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

Ⅰ
  

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
  

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

産
業

高
校

創
立

1
0
0
周

年
を

迎
え

、
次

世
代

へ
と

繋
が

る
学

校
改

革
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。



項
目

番
号

　
６

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
　

学
力

向
上

の
推

進
1
0
7

学
校

教
育

部
学

校
教

育
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
・
平

成
1
8
年

度
は

府
が

学
力

調
査

を
実

施
し

、
府

が
　

 分
析

・
考

察
し

た
。

・
改

善
策

は
府

が
提

示
し

た
。

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
本

市
児

童
生

徒
の

確
か

な
学

力
を

育
成

す
る

た
め

、
学

校
の

教
育

力
を

高
め

る
。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
　

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

12

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
平

成
1
9
年

度
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析
・
考

察
し

、
本

市
と

し
て

の
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

そ
の

解
決

の
た

め
に

、
市

教
育

委
員

会
に

お
い

て
効

果
的

な
対

策
を

講
じ

る
。

・
市

教
育

委
員

会
及

び
各

校
に

お
い

て
改

善
策

を
立

て
た

。
・
学

力
向

上
に

関
わ

る
冊

子
を

３
種

類
作

成
し

、
提

示
し

た
。

・
学

力
向

上
実

践
交

流
会

を
1
回

実
施

し
、

市
内

全
校

よ
り

参
加

が
あ

っ
た

。

〔
1
1
．

評
価

〕

　
【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
市

及
び

各
校

に
お

け
る

学
力

の
状

況
を

把
握

し
、

授
業

改
善

計
画

を
立

て
た

。
・
平

成
1
9
年

度
授

業
改

善
プ

ラ
ン

、
自

作
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
集

、
学

級
経

営
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
　

 に
よ

り
、

学
力

向
上

の
た

め
の

授
業

改
善

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
・
学

力
向

上
実

践
交

流
会

に
よ

り
、

各
校

の
実

践
の

交
流

と
大

学
教

授
よ

り
示

唆
を

　
 得

た
。

　
【
点

検
結

果
】

・
平

成
1
9
年

度
に

お
い

て
は

、
市

及
び

各
校

の
学

力
の

状
況

を
把

握
し

、
授

業
の

改
善

　
 に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
し

か
し

、
教

育
の

効
果

は
す

ぐ
に

表
れ

る
も

の
だ

け
で

な
く
、

時
間

を
か

け
て

後
に

表
　

 れ
る

も
の

も
多

い
の

で
、

今
後

も
、

常
に

児
童

生
徒

の
立

場
に

立
ち

返
っ

て
、

授
業

の
　

 改
善

等
の

学
力

向
上

策
に

取
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
市

教
育

委
員

会
及

び
各

校
の

改
善

策
を

立
て

る
。

・
改

善
の

た
め

の
冊

子
を

発
行

す
る

。
・
学

力
向

上
に

関
す

る
研

修
会

を
１

回
実

施
す

る
。

　
平

成
1
9
年

度
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析
・
考

察
し

、
「
主

と
し

て
知

識
に

関
す

る
調

査
」
に

比
べ

て
、

「
主

と
し

て
活

用
に

関
す

る
調

査
」
の

結
果

の
方

に
課

題
が

多
い

こ
と

が
わ

か
り

、
下

記
の

対
策

を
講

じ
た

。

・
市

教
育

委
員

会
及

び
各

校
に

お
い

て
改

善
策

を
立

て
た

。
（
1
1
月

～
1
2
月

）
・
1
2
月

2
5
日

に
学

力
向

上
実

践
交

流
会

（
実

践
発

表
4
校

及
び

講
演

）
を

実
施

し
、

9
0
名

参
加

し
た

。
・
自

作
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
集

を
作

成
し

た
。

（
２

月
）

・
授

業
改

善
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
（
指

導
主

事
1
0
名

、
教

職
員

8
名

）
を

設
置

し
、

平
成

1
9
年

度
授

業
改

善
プ

ラ
　

 ン
を

作
成

し
た

。
（
３

月
）

・
学

級
経

営
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

改
訂

し
た

。
（
３

月
）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
学

力
の

把
握

と
授

業
改

善
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。
・
児

童
生

徒
の

学
習

意
欲

の
伸

張
と

学
習

習
慣

の
定

着
を

図
る

対
策

を
立

て
る

。
・
学

力
を

支
え

る
土

台
づ

く
り

を
充

実
さ

せ
る

。
・
保

護
者

・
地

域
と

も
連

携
し

て
学

力
向

上
を

図
る

。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
７

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
教

育
相

談
活

動
の

充
実

3
,5

6
5

学
校

教
育

部
学

校
教

育
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
訪

問
・
来

室
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
面

談
対

応
件

数
：
9
9
6
件

電
話

　
対

応
件

数
：
　

2
4
1
件

　
　

計
1
,2

3
7
件

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
い

じ
め

や
心

因
性

の
不

登
校

に
よ

り
登

校
し

に
く
い

児
童

生
徒

に
対

し
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
や

適
応

指
導

教
室

に
お

け
る

活
動

を
通

し
て

、
学

校
復

帰
・
学

級
復

帰
を

目
指

す
た

め
の

総
合

的
な

支
援

を
行

う
。

　
教

育
に

関
わ

る
悩

み
・
課

題
を

持
つ

児
童

生
徒

・
保

護
者

、
あ

る
い

は
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

へ
の

適
切

な
対

応
・

相
談

活
動

を
行

う
。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
　

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

13

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
教

育
相

談
室

で
は

、
教

育
研

究
所

主
任

と
４

名
の

元
小

中
学

校
長

が
電

話
と

面
談

に
よ

り
学

校
生

活
に

お
け

る
悩

み
や

問
題

、
進

路
に

関
す

る
相

談
に

対
応

。
ま

た
、

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
に

対
す

る
適

切
な

支
援

を
行

う
。

適
応

指
導

教
室

で
は

、
い

じ
め

問
題

や
心

因
性

の
不

登
校

、
そ

の
他

の
事

由
に

よ
り

登
校

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
児

童
生

徒
に

対
す

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

や
継

続
面

談
、

個
に

応
じ

た
指

導
、

小
集

団
活

動
に

よ
る

支
援

を
行

い
、

学
校

と
の

連
携

を
密

に
し

な
が

ら
児

童
生

徒
の

学
校

復
帰

・
学

級
復

帰
を

支
援

し
て

い
る

。

・
教

育
相

談
　

訪
問

・
来

室
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
面

談
　

対
応

件
数

：
　

1
,3

7
4
件

・
教

育
相

談
　

電
話

　
対

応
　

件
数

：
　

2
2
6
件

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

計
1
,6

0
0
件

〔
1
1
．

評
価

〕

　
【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

平
成

1
8
年

度
比

で
相

談
対

応
件

数
が

3
6
3
件

増
加

。
特

に
訪

問
・
来

室
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
面

談
が

3
7
8
件

増
加

し
て

い
る

。

　
【
点

検
結

果
】

　
電

話
相

談
件

数
は

あ
ま

り
数

字
に

変
動

が
な

か
っ

た
も

の
の

、
訪

問
・
来

室
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
面

談
が

大
幅

に
増

加
し

た
背

景
に

は
、

従
来

の
相

談
業

務
に

加
え

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

に
か

か
る

相
談

が
多

数
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
よ

う
な

ニ
ー

ズ
が

増
加

し
て

い
く
中

で
、

概
ね

適
切

な
対

応
が

で
き

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
　

ま
た

、
心

因
性

の
不

登
校

等
の

ケ
ー

ス
に

対
し

、
指

導
員

等
が

学
校

を
訪

問
し

保
護

者
と

面
談

を
行

う
な

ど
の

活
動

も
、

相
談

活
動

の
充

実
に

向
け

て
の

積
極

的
な

取
り

組
み

で
あ

っ
た

。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

悩
み

や
課

題
を

抱
え

た
、

あ
る

い
は

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
、

保
護

者
等

へ
の

適
切

な
対

応
・

支
援

・
電

話
相

談
業

務
　

　
毎

日
（
1
0
:0

0
～

1
6
:0

0
）

・
適

応
指

導
教

室
　

　
月

、
火

、
木

、
金

曜
日

の
週

４
日

間
（
1
0
時

か
ら

1
5
時

、
火

・
金

曜
日

は
午

前
中

）
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

研
修

講
座

（
８

月
）

　
教

職
員

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
。

・
い

じ
め

・
不

登
校

問
題

研
修

会
（
６

月
、

1
1
月

）
　

い
じ

め
、

不
登

校
問

題
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
悩

み
を

抱
え

る
児

童
生

徒
に

、
よ

り
適

切
な

対
応

・
支

援
　

を
行

な
う

。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
よ

り
充

実
し

た
相

談
活

動
を

目
指

す
た

め
の

指
導

員
・
相

談
員

の
増

員
・
対

応
し

た
児

童
生

徒
の

そ
の

後
の

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

今
後

の
対

応
法

・
支

援
の

　
あ

り
方

・
学

校
園

と
の

連
携

に
つ

い
て

そ
の

効
果

と
課

題
を

検
証

し
て

い
く
。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
８

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
特

別
支

援
教

育
の

推
進

1
0
,9

2
5

学
校

教
育

部
学

校
教

育
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
平

成
1
8
年

度
・
年

間
計

1
0
回

・
介

助
員

は
２

校
に

配
置

・
教

育
相

談
　

延
べ

1
6
0
件

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
特

別
な

教
育

的
支

援
の

必
要

な
幼

児
児

童
生

徒
へ

の
適

切
な

指
導

と
必

要
な

支
援

を
行

い
、

特
別

支
援

教
育

の
体

制
整

備
を

行
う

。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
  

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

14

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
特

別
な

教
育

的
支

援
の

必
要

な
幼

児
児

童
生

徒
へ

の
適

切
な

指
導

と
必

要
な

支
援

を
行

う
た

め
、

予
算

の
範

囲
内

で
必

要
な

養
護

学
級

に
介

助
員

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

国
の

特
別

支
援

教
育

体
制

推
進

事
業

等
を

活
用

し
て

、
特

別
支

援
教

育
の

体
制

整
備

を
図

る
。

・
教

職
員

研
修

を
年

間
計

1
6
回

実
施

。
・
小

学
校

４
校

に
、

介
助

員
４

名
を

配
置

。
・
岸

和
田

市
特

別
支

援
教

育
連

携
協

議
会

を
２

回
実

施
。

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
教

職
員

向
け

の
研

修
を

前
年

度
よ

り
増

や
し

た
た

め
、

教
職

員
一

人
ひ

と
り

の
資

質
　

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

・
生

徒
へ

の
よ

り
き

め
　

細
か

な
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・
介

助
員

４
名

を
、

小
学

校
４

校
へ

配
置

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

個
別

対
応

が
可

能
な

時
間

  
 が

増
加

し
、

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

、
よ

り
安

心
し

て
、

安
全

に
学

校
生

  
 活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
岸

和
田

市
特

別
支

援
教

育
連

携
協

議
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

識
経

験
者

や
  

 関
係

者
の

意
見

を
伺

う
こ

と
が

で
き

た
。

そ
の

際
、

他
市

町
村

の
情

報
を

共
有

し
た

り
、

  
 今

後
の

本
市

の
特

別
支

援
教

育
に

お
け

る
方

向
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

 　
【
点

検
結

果
】

　
以

上
の

取
り

組
み

を
と

お
し

て
、

本
市

に
お

け
る

特
別

支
援

教
育

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

教
職

員
向

け
の

研
修

に
つ

い
て

は
、

理
論

面
を

始
め

事
例

検
討

も
含

め
て

よ
り

実
践

的
な

内
容

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

そ
の

結
果

、
今

ま
で

以
上

に
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

対
応

や
指

導
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
教

職
員

対
象

の
研

修
等

を
年

間
計

1
6
回

実
施

・
介

助
員

を
６

校
に

配
置

・
特

別
支

援
教

育
体

制
推

進
事

業
の

活
用

　
（
教

育
相

談
の

充
実

）

・
研

修
に

つ
い

て
　

 特
別

支
援

教
育

研
修

会
や

発
達

検
査

研
修

会
な

ど
、

合
計

1
6
回

開
催

し
た

。
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

　
 ー

タ
ー

や
養

護
学

級
担

任
だ

け
で

な
く
、

通
常

学
級

担
任

や
幼

稚
園

教
職

員
な

ど
、

幅
広

い
人

材
に

参
加

　
募

集
を

行
っ

た
。

・
介

助
員

に
つ

い
て

  
 平

成
1
9
年

度
は

、
新

た
に

４
小

学
校

に
４

名
の

介
助

員
を

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
特

別
支

援
教

育
体

制
推

進
事

業
の

活
用

に
つ

い
て

  
 岸

和
田

市
特

別
支

援
教

育
連

携
協

議
会

を
、

年
間

計
２

回
実

施
し

た
。

ま
た

、
校

内
の

特
別

支
援

教
育

体
　

制
を

整
備

・
推

進
す

る
た

め
に

、
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

全
小

中
学

校
に

配
置

し
た

。
専

門
家

　
チ

ー
ム

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

発
達

相
談

員
・
岸

和
田

市
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
ス

タ
ッ

フ
等

に
よ

る
巡

回
相

談
を

実
　

施
し

た
。

　
教

育
相

談
は

、
1
8
1
件

（
１

日
実

施
を

１
件

と
し

て
換

算
）
実

施
。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

に
、

で
き

る
限

り
早

期
か

ら
対

応
で

き
る

よ
う

、
他

課
と

も
連

携
を

強
め

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

も
、

個
別

の
教

育
支

援
計

画
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

課
題

と
言

え
る

。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
９

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
安

全
対

策
・
教

育
の

推
進

1
2
,3

2
8

学
校

教
育

課
学

校
管

理
課

総
務

課
生

涯
学

習
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
年

間
1
4
6
日

（
６

月
よ

り
実

施
）
（
青

パ
ト

）
全

校
実

施
1
6
3
名

登
録

（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
高

１
中

１
１

小
１

設
置

（
A

E
D

)
登

録
2
,1

3
0
人

（
見

ま
も

り
安

全
隊

）

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
学

校
園

や
通

学
通

園
路

で
の

幼
児

・
児

童
・
生

徒
の

　
安

全
確

保
と

啓
発

。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
　

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

15

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

・
登

下
校

時
、

通
学

路
で

の
青

色
回

転
灯

付
パ

ト
ロ

ー
ル

車
に

よ
る

巡
回

パ
ト

ロ
ー

ル
・
下

校
時

、
校

門
付

近
で

見
守

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

来
校

者
の

確
認

等
・
各

校
へ

の
A

E
D

の
設

置
お

よ
び

そ
の

管
理

・
登

下
校

時
、

通
学

路
で

の
子

ど
も

の
安

全
見

ま
も

り
隊

に
よ

る
安

全
確

保

・
年

間
2
0
0
日

（
青

パ
ト

）
・
全

校
実

施
1
6
0
名

登
録

（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
・
全

校
設

置
（
A

E
D

)
・
2
,0

0
0
名

程
度

登
録

（
安

全
見

ま
も

り
隊

）

〔
1
1
．

評
価

〕

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
「
子

ど
も

9
9
番

」
と

連
携

を
と

り
な

が
ら

事
故

防
止

、
危

険
箇

所
の

早
期

発
見

に
役

立
っ

　
た

。
（
青

パ
ト

）
・
事

故
防

止
、

啓
発

以
外

に
地

域
と

の
交

流
（
あ

い
さ

つ
等

）
が

多
く
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
　

っ
た

。
（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
安

全
見

ま
も

り
隊

）
・
一

度
も

使
用

し
て

い
な

い
が

、
教

員
等

の
意

識
が

高
ま

っ
た

。
（
A

E
D

)
【
点

検
結

果
】

・
目

標
値

は
達

成
し

た
が

、
コ

ー
ス

等
を

再
検

討
し

て
、

効
率

を
高

め
た

い
。

（
青

パ
ト

）
・
不

審
者

の
侵

入
も

な
く
、

児
童

生
徒

が
安

全
に

登
下

校
で

き
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
・
全

校
設

置
完

了
。

今
後

は
維

持
管

理
を

行
う

。
（
A

E
D

）
・
目

標
値

は
達

成
し

て
い

る
。

（
安

全
見

ま
も

り
隊

）

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
年

間
2
0
0
日

（
青

パ
ト

）
・
全

校
実

施
2
4
0
名

登
録

（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
・
全

校
設

置
（
A

E
D

)
・
2
,0

0
0
名

程
度

登
録

（
安

全
見

ま
も

り
隊

）

・
青

パ
ト

　
登

校
時

（
午

前
7
時

～
9
時

）
と

、
下

校
時

（
午

後
2
時

～
5
時

）
に

市
内

2
4
小

学
校

区
を

5
つ

の
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
　

け
、

そ
れ

ぞ
れ

を
週

に
1
回

巡
回

す
る

。
　

巡
回

中
は

青
色

回
転

灯
を

つ
け

て
、

啓
発

テ
ー

プ
を

流
し

、
注

意
喚

起
を

促
す

。
　

上
記

の
時

間
外

に
緊

急
の

事
案

が
発

生
し

た
場

合
は

、
学

校
教

育
課

等
の

職
員

が
、

青
パ

ト
を

稼
動

さ
せ

、
　

安
全

対
策

の
強

化
に

努
め

る
。

・
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
小

学
校

の
安

全
対

策
と

し
て

、
下

校
時

（
午

後
1
時

～
5
時

）
に

地
域

の
方

に
校

門
付

近
で

、
来

校
者

の
確

認
　

等
を

行
っ

て
い

た
だ

き
、

子
ど

も
た

ち
を

目
と

心
で

見
守

っ
て

い
た

だ
く
。

・
A

E
D

設
置

　
A

E
D

未
設

置
校

（
2
3
小

学
校

）
に

1
学

期
5
校

、
2
学

期
に

1
8
校

設
置

・
子

ど
も

の
安

全
見

ま
も

り
隊

　
各

単
位

P
T
A

を
主

体
と

し
て

、
各

小
学

校
区

に
設

置
し

、
登

下
校

時
の

通
学

路
に

お
け

る
子

ど
も

の
見

守
り

　
活

動
を

行
う

。

【
課

題
・
方

向
性

】
・
燃

料
費

が
高

騰
し

て
い

る
が

、
消

耗
部

品
費

の
確

保
等

、
効

率
を

高
め

な
が

ら
継

続
　

す
る

。
（
青

パ
ト

）
・
登

録
者

を
増

加
さ

せ
、

継
続

す
る

。
（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
・
バ

ッ
テ

リ
ー

等
の

消
耗

品
を

維
持

管
理

し
て

継
続

す
る

。
（
A

E
D

)
・
旗

、
腕

章
な

ど
の

消
耗

品
の

点
検

・
確

保
し

な
が

ら
継

続
す

る
。

（
安

全
見

ま
も

り
隊

）

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
 1

0

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
人

権
教

育
の

推
進

2
,6

5
5

学
校

教
育

部
人

権
教

育
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
計

　
8
1
5
人

参
加

担
当

者
会

・
研

修
会

1
4
回

１
回

平
均

5
8
．

2
人

参
加

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
教

職
員

の
人

権
教

育
に

関
す

る
見

識
を

高
め

、
教

育
実

践
の

充
実

に
資

す
る

Ⅱ
 人

権
尊

重
の

教
育

の
推

進
の

た
め

に
１

　
教

職
員

の
人

権
意

識
の

高
揚

と
指

導
力

　
　

の
向

上
２

　
幼

児
・
児

童
・
生

徒
の

人
権

意
識

の
高

揚
　

　
と

実
践

力
の

向
上

16

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
校

内
組

織
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

及
び

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
人

権
感

覚
を

一
層

磨
き

、
あ

ら
ゆ

る
教

育
活

動
を

通
じ

て
人

権
教

育
を

推
進

で
き

る
よ

う
研

修
会

の
充

実
と

人
権

啓
発

冊
子

の
作

成
・
配

付
に

努
め

る
。

計
　

8
6
4
人

参
加

担
当

者
会

・
研

修
会

1
5
回

１
回

平
均

5
7
．

6
人

参
加

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

岸
和

田
市

の
実

態
を

し
っ

か
り

考
え

た
上

で
の

研
修

内
容

で
あ

っ
た

の
で

参
加

者
に

と
っ

て
有

意
義

な
研

修
と

な
っ

た
。

ま
た

、
参

加
者

が
書

い
た

ア
ン

ケ
ー

ト
等

に
よ

る
と

研
修

内
容

を
明

日
か

ら
の

実
践

に
活

か
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
が

見
ら

れ
た

。
さ

ら
に

次
回

の
研

修
に

も
参

加
し

た
い

と
い

う
声

が
多

く
聞

か
れ

た
。

　
啓

発
冊

子
を

配
付

す
る

こ
と

に
よ

り
、

子
ど

も
た

ち
の

人
権

意
識

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。

　
【
点

検
結

果
】

　
研

修
内

容
に

よ
っ

て
参

加
者

人
数

に
偏

り
が

あ
っ

た
の

で
、

様
々

な
人

権
問

題
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

研
修

内
容

を
詳

し
く
教

職
員

に
知

ら
せ

、
参

加
者

意
欲

が
高

ま
る

よ
う

に
工

夫
す

る
。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

各
学

校
園

に
つ

い
て

1
名

（
研

修
会

１
回

に
つ

き
5
9

名
）
の

参
加

を
目

指
す

。

人
権

教
育

担
当

者
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

年
間

３
回

　
　

　
　

（
人

権
教

育
推

進
に

向
け

て
・
指

導
案

づ
く
り

・
人

権
問

題
啓

発
方

法
等

）
人

権
教

育
研

修
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

年
間

５
回

　
　

　
　

（
国

際
理

解
教

育
・
子

ど
も

の
人

権
問

題
・
同

和
問

題
・
キ

ャ
リ

ア
教

育
・
福

祉
教

育
）

男
女

平
等

教
育

担
当

者
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 　

年
間

３
回

　
　

　
　

（
男

女
平

等
教

育
の

推
進

・
自

分
ら

し
く
生

き
る

取
り

組
み

等
）

虐
待

防
止

担
当

者
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

年
間

１
回

　
　

　
　

（
虐

待
問

題
に

対
す

る
学

校
園

の
体

制
整

備
）

虐
待

防
止

事
例

研
修

会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

年
間

１
回

　
　

　
　

（
子

ど
も

自
身

が
虐

待
か

ら
身

を
守

る
た

め
の

方
法

に
つ

い
て

）
人

権
教

育
一

日
研

修
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

年
間

１
回

　
　

　
　

（
阿

倍
野

防
災

セ
ン

タ
ー

・
ピ

ー
ス

お
お

さ
か

）
セ

ク
シ

ャ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
窓

口
担

当
者

会
・
・
・
　

年
間

１
回

　
　

　
　

（
セ

ク
シ

ャ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

）

人
権

学
習

資
料

集
の

作
成

・
配

付
（
配

付
部

数
　

各
学

年
1
冊

と
学

校
用

2
部

）
国

連
人

権
教

育
推

進
冊

子
の

作
成

・
配

付
（
配

付
部

数
　

全
教

職
員

数
）

人
権

作
品

集
「
な

か
ま

」
の

作
成

・
配

付
（
配

付
部

数
　

全
児

童
・
生

徒
数

）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

研
修

会
の

内
容

を
よ

り
効

率
よ

く
教

職
員

に
広

め
て

い
く
た

め
に

、
学

校
園

内
で

周
知

す
る

た
め

の
講

習
会

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
　

啓
発

冊
子

に
つ

い
て

は
、

各
市

民
セ

ン
タ

ー
に

置
く
な

ど
し

て
さ

ら
に

広
げ

て
い

く
。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
 1

1

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
進

路
選

択
支

援
事

業
の

推
進

9
8
9

学
校

教
育

部
人

権
教

育
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
　

相
談

件
数

　
延

べ
9
0
件

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
進

学
意

欲
を

有
し

な
が

ら
家

庭
事

情
や

経
済

的
理

由
等

に
よ

り
就

学
困

難
な

状
況

の
生

徒
の

夢
や

希
望

を
実

現
す

る
よ

う
に

支
援

す
る

。

Ⅰ
　

学
校

園
教

育
の

推
進

の
た

め
に

２
　

 学
校

園
教

育
へ

の
施

策
・
支

援

17

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
進

学
意

欲
を

有
し

な
が

ら
家

庭
事

情
や

経
済

的
理

由
等

に
よ

り
就

学
が

困
難

な
状

況
で

あ
り

支
援

を
要

す
る

生
徒

に
対

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

夢
や

希
望

を
実

現
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

た
め

、
相

談
員

等
に

よ
る

相
談

活
動

を
通

じ
て

進
路

選
択

に
あ

た
っ

て
の

状
況

や
課

題
を

把
握

し
奨

学
金

活
用

や
進

学
後

の
継

続
相

談
、

さ
ら

に
は

、
自

主
活

動
や

学
習

機
会

等
に

つ
い

て
情

報
提

供
や

助
言

を
行

う
。

相
談

件
数

　
　

延
べ

5
5
件

　
　

　
　

　
　

　
　

内
訳

（
相

談
形

態
　

対
面

2
0
件

、
電

話
3
5
件

）

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

相
談

員
に

よ
る

相
談

活
動

に
よ

っ
て

、
経

済
的

な
理

由
で

子
ど

も
の

進
路

の
選

択
肢

を
狭

め
ざ

る
を

え
な

い
と

思
い

こ
ん

で
い

た
保

護
者

が
、

子
ど

も
の

希
望

に
添

っ
た

進
路

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
方

法
を

み
つ

け
ら

れ
た

。
ま

た
、

不
安

を
か

か
え

な
が

ら
も

ど
こ

に
も

相
談

で
き

ず
に

い
た

保
護

者
の

相
談

を
受

け
る

こ
と

で
、

保
護

者
の

不
安

が
解

消
し

た
こ

と
も

あ
っ

た
。

　
【
点

検
結

果
】

　
平

成
1
9
年

度
の

進
路

選
択

支
援

会
議

は
、

１
回

目
か

ら
学

校
の

代
表

者
に

参
加

を
要

請
し

、
関

係
機

関
と

学
校

と
の

連
携

を
模

索
し

た
。

２
回

目
に

は
各

校
進

路
担

当
者

全
員

を
参

加
対

象
と

し
、

関
係

機
関

と
学

校
の

連
携

を
推

進
し

た
。

３
回

目
で

は
、

各
中

学
校

奨
学

金
担

当
者

と
管

理
職

等
を

対
象

に
講

演
会

を
実

施
し

た
。

講
演

会
で

は
府

教
委

よ
り

２
名

の
担

当
者

か
ら

奨
学

金
等

の
情

報
提

供
が

あ
り

、
各

学
校

に
お

け
る

本
事

業
の

理
解

は
進

ん
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

担
当

部
署

の
理

解
と

協
力

体
制

も
強

化
で

き
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

相
談

内
容

を
的

確
に

把
握

し
、

情
報

提
供

や
助

言
を

行
う

。

・
進

路
選

択
支

援
会

議
の

開
催

　
 第

１
回

　
　

４
月

1
7
日

　
関

係
部

署
お

よ
び

学
校

進
路

指
導

担
当

校
長

お
よ

び
担

当
教

諭
  

 第
２

回
　

  
1
0
月

９
日

  
第

２
回

進
路

担
当

者
会

と
合

同
開

催
  

 第
３

回
　

　
１

月
1
5
日

　
講

演
会

開
催

。
関

係
部

署
お

よ
び

各
中

学
校

代
表

２
名

参
加

・
進

路
相

談
　

 教
育

相
談

室
に

お
い

て
進

路
支

援
に

関
す

る
教

育
相

談
を

実
施

。
  

 月
～

金
　

9
:3

0
～

1
7
：
1
5
　

　
　

土
日

　
1
0
：
0
0
～

1
6
：
0
0
　

　
年

末
年

始
と

祝
日

を
除

く
・
保

護
者

啓
発

　
 各

中
学

校
に

お
い

て
開

催
さ

れ
る

第
１

回
進

路
説

明
会

に
相

談
員

が
出

向
き

、
本

事
業

の
趣

旨
に

つ
い

て
  

 啓
発

す
る

。
・
ポ

ス
タ

ー
チ

ラ
シ

の
作

成
  

 保
護

者
啓

発
の

際
、

ポ
ス

タ
ー

3
5
0
部

、
チ

ラ
シ

6
,5

0
0
部

を
作

成
し

た
。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
学

校
が

保
護

者
や

生
徒

か
ら

の
相

談
に

適
切

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
・
市

の
相

談
窓

口
を

継
続

し
て

設
置

す
る

。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
 1

2

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

公
民

館
等

管
理

運
営

の
あ

り
方

の
検

討
1
4
8
,0

1
9

生
涯

学
習

部
生

涯
学

習
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
受

講
者

修
了

率
 6

4
.9

％

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
指

定
管

理
者

制
度

の
協

議
、

研
究

を
行

う
。

・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
受

講
者

修
了

率
 7

5
％

・
第

4
7
回

社
会

教
育

研
究

全
国

集
会

【
阪

奈
和

集
会

】
（
8
／

2
6
）

　
　

「
社

会
教

育
施

設
の

民
間

委
託

・
指

定
管

理
者

制
度

・
Ｐ

Ｆ
Ｉ」

が
テ

ー
マ

の
分

科
会

に
お

い
て

、
岸

和
田

市
　

　
に

お
け

る
公

民
館

の
管

理
運

営
（
岸

和
田

方
式

）
に

つ
い

て
、

行
政

と
公

民
館

学
習

者
の

視
点

か
ら

学
級

　
　

・
グ

ル
ー

プ
連

絡
会

（
※

）
と

と
も

に
発

表
。

　
　

※
岸

和
田

市
の

家
庭

教
育

学
級

、
自

主
学

習
グ

ル
ー

プ
に

よ
り

構
成

。
学

級
・
グ

ル
ー

プ
活

動
を

主
体

的
　

　
　

 に
発

展
、

充
実

さ
せ

、
学

習
環

境
を

よ
り

良
く
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

・
大

阪
府

内
公

民
館

職
員

交
流

研
修

会
（
1
／

1
8
）
に

参
加

　
　

テ
ー

マ
「
公

民
館

の
指

定
管

理
者

と
し

て
」

　
　

講
師

　
大

阪
狭

山
市

立
公

民
館

館
長

　
塚

田
　

貴
司

・
き

し
わ

だ
市

民
カ

レ
ッ

ジ
開

講
　

　
テ

ー
マ

「
次

世
代

へ
の

扉
～

私
た

ち
が

未
来

に
残

し
た

い
も

の
、

伝
え

た
い

も
の

～
」

　
　

全
1
0
回

　
　

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

1
7
名

　
　

受
講

生
2
0
名

（
修

了
者

1
6
名

）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
今

後
も

公
民

館
等

の
管

理
に

つ
い

て
、

協
議

、
研

究
し

て
い

き
、

公
民

館
が

指
定

管
理

  
者

制
度

に
適

し
て

い
る

か
い

な
い

か
の

方
向

性
を

示
す

と
と

も
に

、
生

涯
学

習
社

会
の

  
実

現
に

資
す

る
公

民
館

管
理

運
営

の
あ

る
べ

き
姿

を
明

ら
か

に
す

る
。

・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
の

受
講

生
が

、
講

座
修

了
後

に
、

自
主

学
習

グ
ル

ー
プ

開
設

や
、

地
域

  
活

動
へ

実
際

に
関

わ
っ

て
い

っ
て

い
る

か
の

検
証

も
課

題
で

あ
る

。

18

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
公

民
館

等
の

管
理

と
し

て
は

、
市

民
が

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
に

、
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

お
い

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
十

分
な

点
検

を
行

い
、

円
滑

な
対

応
を

図
る

。
　

ま
た

、
公

民
館

等
の

運
営

と
し

て
、

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
む

」
学

習
集

団
の

育
成

を
図

り
、

自
主

的
・
実

践
的

・
組

織
的

な
学

習
活

動
を

促
進

す
る

。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
１

　
 と

も
に

育
ち

あ
う

生
涯

学
習

の
人

づ
く
り

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
　

地
区

公
民

館
等

の
岸

和
田

方
式

の
委

託
に

つ
い

て
、

協
議

、
研

究
を

行
う

。
　

　
ま

た
、

第
２

次
生

涯
学

習
計

画
の

重
点

プ
ラ

ン
の

1
つ

、
「
き

し
わ

だ
市

民
カ

レ
ッ

ジ
」
を

開
設

す
る

。
産

官
学

民
と

市
職

員
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
）
が

企
画

・
運

営
を

し
、

受
講

生
は

も
と

よ
り

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

自
身

も
成

長
で

き
る

講
座

と
し

て
、

地
元

学
を

学
び

主
体

的
な

市
民

を
養

成
す

る
。

・
第

4
7
回

社
会

教
育

研
究

全
国

集
会

【
阪

奈
和

集
会

】
に

て
岸

和
田

委
託

方
式

の
研

究
  

発
表

を
行

っ
た

。
（
参

加
者

数
4
0
人

）
ま

た
、

大
阪

狭
山

の
指

定
管

理
者

館
長

の
講

演
　

に
参

加
し

た
。

（
参

加
者

数
5
8
人

）
・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
受

講
者

修
了

率
 8

0
％

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
学

級
・
グ

ル
ー

プ
連

絡
会

と
と

も
に

、
公

民
館

の
運

営
に

つ
い

て
協

議
、

研
究

で
き

、
一

  
定

の
共

通
認

識
を

も
っ

て
今

後
の

話
し

合
い

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
の

開
設

を
通

じ
て

、
受

講
生

や
講

師
自

身
も

含
め

た
関

係
者

が
そ

れ
ぞ

  
れ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

深
め

、
今

後
の

自
主

的
・
実

践
的

・
組

織
的

な
学

習
活

動
へ

  
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 　

【
点

検
結

果
】

・
公

民
館

等
の

管
理

に
つ

い
て

、
目

標
に

向
け

て
今

後
は

地
区

館
の

館
長

と
と

も
に

実
　

際
の

現
場

を
検

証
し

つ
つ

具
体

的
な

結
論

を
だ

し
て

い
く
。

・
市

民
カ

レ
ッ

ジ
の

受
講

者
が

、
次

年
度

の
企

画
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

メ
ン

バ
ー

に
な

り
、

主
体

  
的

な
市

民
を

養
成

で
き

た
。



項
目

番
号

　
 1

3

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
生

涯
学

習
都

市
づ

く
り

の
推

進
9
9
3

生
涯

学
習

部
生

涯
学

習
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
　

推
進

委
員

会
(１

回
)、

推
進

本
部

委
員

会
(５

回
)、

い
き

い
き

市
民

の
つ

ど
い

(１
回

)、
い

き
い

き
学

び
の

プ
ラ

ン
(３

回
)、

出
前

講
座

(1
2
1
回

)

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

推
進

委
員

会
開

催
(１

回
)、

推
進

本
部

委
員

会
開

催
(５

回
)、

い
き

い
き

市
民

の
つ

ど
い

開
催

(１
回

)、
い

き
い

き
学

び
の

プ
ラ

ン
(生

涯
学

習
情

報
紙

)発
行

(３
回

)、
出

前
講

座
の

実
施

(1
5
0
回

)

・
第

２
次

岸
和

田
市

生
涯

学
習

計
画

の
進

行
管

理
と

し
て

、
実

施
計

画
を

作
成

し
、

1
3
1
事

業
ご

と
の

進
捗

状
況

　
を

整
理

し
た

。
ま

た
、

進
捗

状
況

の
評

価
の

た
め

の
基

準
を

定
め

た
。

・
い

き
い

き
市

民
の

つ
ど

い
を

生
涯

学
習

推
進

本
部

が
中

心
と

な
り

市
民

ぐ
る

み
で

企
画

検
討

、
実

施
し

た
。

　
各

団
体

に
よ

る
学

習
活

動
の

報
告

発
表

と
分

科
会

に
分

か
れ

て
テ

ー
マ

ご
と

の
語

り
合

い
を

行
い

、
1
7
3
名

　
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

当
日

の
講

師
に

は
市

内
で

日
常

的
に

活
動

し
て

い
る

学
習

グ
ル

ー
プ

や
身

近
な

小
学

　
校

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

を
招

い
た

。
・
い

き
い

き
学

び
の

プ
ラ

ン
を

発
行

し
、

論
点

提
案

型
の

特
集

記
事

「
お

と
な

っ
て

ど
ん

な
ん

か
な

？
(座

談
会

)」
　

を
掲

載
し

た
。

・
生

涯
学

習
出

前
講

座
や

親
学

習
講

座
の

Ｐ
Ｒ

に
努

め
、

需
要

を
喚

起
し

た
。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

本
年

6
月

の
社

会
教

育
法

改
正

に
よ

り
生

涯
学

習
の

理
念

が
明

示
さ

れ
、

家
庭

教
育

に
関

す
る

情
報

の
提

供
や

学
校

を
利

用
し

た
児

童
生

徒
へ

の
学

習
機

会
の

提
供

な
ど

に
関

す
る

規
定

が
追

加
さ

れ
た

。
生

涯
学

習
都

市
づ

く
り

の
推

進
は

全
国

的
な

課
題

で
も

あ
る

が
、

全
国

統
一

的
な

指
導

要
領

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

無
い

だ
け

に
、

岸
和

田
と

い
う

地
域

性
の

あ
る

生
涯

学
習

の
推

進
方

策
を

創
造

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

19

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
平

成
1
6
年

５
月

策
定

の
第

２
次

岸
和

田
市

生
涯

学
習

計
画

に
基

づ
き

、
「
い

つ
で

も
・
ど

こ
で

も
・
だ

れ
で

も
」
が

学
習

で
き

る
よ

う
、

条
件

整
備

を
行

う
。

「
ナ

ン
バ

ー
ワ

ン
型

か
ら

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

型
の

人
づ

く
り

・
ま

ち
づ

く
り

」
を

行
う

。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
１

 　
と

も
に

育
ち

あ
う

生
涯

学
習

の
人

づ
く
り

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕
　

総
合

行
政

と
し

て
あ

ら
ゆ

る
部

課
が

連
携

す
る

た
め

、
庁

内
に

「
生

涯
学

習
推

進
委

員
会

」
を

設
置

し
、

庁
内

の
協

力
体

制
づ

く
り

や
実

施
計

画
の

作
成

、
公

民
協

働
の

調
整

や
重

点
プ

ラ
ン

の
進

行
管

理
を

行
う

。
　

ま
た

、
市

民
ぐ

る
み

で
生

涯
学

習
の

都
市

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
に

「
生

涯
学

習
推

進
本

部
」
を

設
置

し
、

地
域

の
学

習
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

学
習

関
連

事
業

の
連

絡
調

整
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

、
生

涯
学

習
計

画
の

進
行

管
理

を
行

う
。

　
推

進
委

員
会

(１
回

)、
推

進
本

部
委

員
会

(５
回

)、
い

き
い

き
市

民
の

つ
ど

い
(１

回
)、

い
き

い
き

学
び

の
プ

ラ
ン

(３
回

)、
出

前
講

座
の

実
施

(1
0
5
回

)

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
生

涯
学

習
推

進
委

員
会

で
は

市
長

が
議

長
と

な
り

、
関

係
部

長
が

出
席

す
る

こ
と

に
よ

　
り

、
生

涯
学

習
の

総
合

行
政

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
明

確
に

な
っ

た
。

・
生

涯
学

習
推

進
本

部
委

員
会

で
は

、
産

官
学

民
の

様
々

な
立

場
の

委
員

が
参

画
し

、
　

生
涯

学
習

の
ま

ち
づ

く
り

を
市

民
ぐ

る
み

で
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
い

き
い

き
市

民
の

つ
ど

い
で

は
、

参
加

者
自

身
が

日
頃

の
活

動
の

成
果

を
発

表
し

合
　

う
こ

と
で

、
グ

ル
ー

プ
の

つ
な

が
り

か
ら

地
域

の
つ

な
が

り
、

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
　

り
が

進
ん

だ
。

　
【
点

検
結

果
】

・
い

き
い

き
学

び
の

プ
ラ

ン
の

編
集

方
針

を
模

索
し

て
い

る
も

の
の

、
読

者
を

結
び

つ
け

　
て

広
く
論

議
を

す
る

方
法

が
ま

だ
見

つ
か

っ
て

い
な

い
。

・
市

民
に

よ
る

親
学

習
や

市
職

員
に

よ
る

出
前

講
座

は
依

頼
が

コ
ン

ス
タ

ン
ト

に
あ

り
、

　
市

民
の

学
習

機
会

提
供

ツ
ー

ル
と

し
て

定
着

し
て

い
る

。



項
目

番
号

　
 1

4

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
学

社
連

携
シ

ス
テ

ム
の

構
築

2
,4

1
2

生
涯

学
習

部
生

涯
学

習
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
　

国
の

委
託

事
業

と
し

て
、

前
身

の
地

域
子

ど
も

教
室

1
0
教

室
を

開
設

。
年

間
合

計
5
1
1
回

開
催

、
延

べ
2
2
,6

8
5
人

の
子

ど
も

が
参

加
。

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
　

　
９

教
室

を
開

設

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
運

営
委

員
会

を
設

置
（
1
7
名

の
運

営
委

員
を

委
嘱

）
し

、
年

間
、

４
回

の
運

営
委

員
会

　
を

開
催

。
　 ・
各

教
室

で
は

特
徴

を
生

か
し

た
活

動
を

実
施

。
　

　
室

内
で

の
活

動
と

し
て

、
読

書
や

将
棋

、
ゲ

ー
ム

、
陶

芸
、

百
人

一
首

　
　

体
育

館
で

は
、

マ
ッ

ト
運

動
、

縄
跳

び
、

一
輪

車
等

　
　

室
外

で
は

、
ド

ッ
ヂ

ボ
ー

ル
、

プ
ー

ル
遊

び
、

プ
ラ

ン
タ

ー
へ

の
花

植
え

な
ど

を
実

施

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

安
全

管
理

員
が

、
チ

ビ
ッ

コ
ホ

ー
ム

指
導

員
の

研
修

会
に

参
加

。

・
運

営
委

員
会

に
か

か
る

経
費

と
し

て
約

2
0
0
千

円
、

各
教

室
に

は
概

ね
3
0
0
千

円
を

委
託

料
と

し
て

支
出

。
　

各
教

室
の

安
全

管
理

員
は

無
償

で
活

動
に

参
加

し
、

教
室

参
加

の
子

ど
も

は
活

動
費

と
し

て
２

千
円

を
負

担
　

し
参

加
し

た
。

・
各

教
室

に
参

加
し

て
い

る
子

ど
も

や
保

護
者

に
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

拡
大

を
図

る
た

め
に

、
地

区
市

民
協

議
会

を
中

心
と

し
て

、
地

  
元

組
織

等
と

協
議

を
重

ね
る

。
・
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

加
え

て
、

市
職

員
O

B
・
教

員
O

B
の

支
援

を
得

な
が

ら
、

地
域

　
の

人
々

と
の

学
社

連
携

を
推

進
で

き
る

事
業

に
つ

い
て

、
調

査
・
検

討
を

す
す

め
る

。

20

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
学

校
・
地

域
・
行

政
が

連
携

し
て

地
域

教
育

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

の
一

環
で

あ
る

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
を

各
小

学
校

な
ど

に
開

設
し

、
地

域
教

育
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
合

わ
せ

て
子

ど
も

の
安

全
・
安

心
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
３

　
学

社
連

携
で

豊
な

地
域

教
育

力
づ

く
り

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
平

日
の

放
課

後
や

土
曜

・
日

曜
に

小
学

校
の

余
裕

教
室

や
公

民
館

等
を

活
用

し
て

、
地

域
の

多
様

な
方

々
の

参
画

を
得

て
、

子
ど

も
た

ち
と

共
に

体
験

学
習

や
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
活

動
等

を
通

じ
て

、
い

ろ
い

ろ
な

人
た

ち
と

の
交

流
活

動
し

な
が

ら
、

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

と
地

域
教

育
力

の
向

上
を

図
る

た
め

に
「
岸

和
田

市
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
を

開
設

す
る

。

・
７

教
室

を
開

設
。

未
設

置
校

区
に

開
設

の
た

め
の

説
明

を
行

っ
た

。
・
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

運
営

補
助

と
し

て
、

大
阪

府
よ

り
1
,6

0
9
千

円
の

補
助

金
。

・
年

間
合

計
3
3
3
回

開
催

、
延

べ
1
2
,8

5
2
人

の
子

ど
も

が
参

加
。

　 〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
子

ど
も

と
安

全
管

理
員

と
の

信
頼

感
が

高
ま

り
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

以
外

の
場

所
　

で
も

あ
い

さ
つ

が
交

わ
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

参
加

し
て

い
る

子
ど

も
・
保

護
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
　

果
で

は
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

は
楽

し
い

と
答

え
た

子
ど

も
が

9
6
％

で
、

子
ど

も
教

室
　

の
満

足
度

と
し

て
保

護
者

は
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
・
安

全
管

理
員

も
子

ど
も

た
ち

と
触

れ
合

う
こ

と
に

満
足

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

の
人

と
　

の
つ

な
が

り
が

増
え

、
や

り
が

い
の

あ
る

活
動

と
感

じ
て

い
る

。

　
【
点

検
結

果
】

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

参
加

し
て

い
る

児
童

や
保

護
者

は
概

ね
満

足
し

て
い

る
。

・
開

設
し

て
い

な
い

小
学

校
区

に
つ

い
て

も
開

設
で

き
る

よ
う

努
力

し
て

い
く
必

要
が

あ
　

る
。

・
安

全
管

理
員

の
確

保
に

不
安

の
あ

る
教

室
が

あ
る

。



項
目

番
号

　
 1

5

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

あ
り

方
の

検
討

　
　

  
「
体

育
館

に
つ

い
て

」
1
3
1
,2

6
4

生
涯

学
習

部
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
＜

総
合

体
育

館
＞

　
　

来
館

者
人

数
  

  
　

2
5
万

2
千

人
  

　
使

用
料

等
歳

入
  

　
4
,5

6
0
万

円
<
中

央
・
春

木
体

育
館

＞
　

　
来

館
者

人
数

 　
　

　
8
万

2
千

人
  

　
使

用
料

等
歳

入
  

  
  

9
2
0
万

円
〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
指

定
管

理
施

設
で

あ
る

総
合

体
育

館
と

直
営

施
設

で
あ

る
中

央
・
春

木
体

育
館

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
や

規
模

、
設

備
面

等
を

鑑
み

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

効
果

的
な

管
理

運
営

を
行

う
。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
３

　
 地

域
が

輝
く
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く
り

21

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
大

規
模

施
設

で
あ

る
総

合
体

育
館

は
、

多
種

・
多

様
な

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
に

専
用

使
用

で
き

る
ほ

か
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

開
設

、
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
教

室
の

開
催

等
、

幅
広

く
利

用
さ

れ
る

施
設

運
営

を
行

う
。

　
中

央
・
春

木
体

育
館

は
、

幅
広

い
世

代
を

対
象

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
教

室
を

年
間

を
通

し
て

開
催

す
る

と
と

も
に

、
個

人
や

グ
ル

ー
プ

で
手

軽
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

が
で

き
る

身
近

な
施

設
と

し
て

管
理

運
営

を
行

う
。

　
そ

の
他

、
そ

れ
ぞ

れ
の

体
育

館
に

適
し

た
効

率
的

、
効

果
的

な
運

営
方

法
等

の
検

討
を

行
う

。

＜
総

合
体

育
館

＞
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

<
中

央
・
春

木
体

育
館

＞
　

　
来

館
者

人
数

　
　

  
2
5
万

8
千

人
　

　
 　

　
　

来
館

者
人

数
  

  
  

 8
万

2
千

人
  

　
使

用
料

等
歳

入
  

 4
,5

8
7
万

円
　

　
　

　
　

　
使

用
料

等
歳

入
  

 9
2
4
万

円

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
＜

総
合

体
育

館
＞

　
施

設
の

管
理

運
営

が
よ

り
円

滑
に

な
り

、
利

用
者

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
は

も
と

よ
り

、
市

全
体

の
ス

ポ
ー

ツ
振

興
に

つ
な

が
っ

た
。

ス
ポ

ー
ツ

教
室

、
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
教

室
で

は
、

多
く
の

市
民

の
健

康
・
体

力
増

進
は

も
と

よ
り

施
設

の
効

果
的

な
活

用
が

図
れ

た
。

＜
中

央
・
春

木
体

育
館

＞
　

ス
ポ

ー
ツ

教
室

に
お

い
て

は
、

リ
ピ

ー
タ

ー
が

数
多

く
受

講
さ

れ
、

体
育

館
ク

ラ
ブ

で
は

、
初

心
者

を
含

め
た

多
く
の

市
民

が
継

続
的

に
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

ん
で

い
る

。
＜

運
営

方
法

等
の

検
討

＞
　

平
成

2
0
年

度
か

ら
、

体
育

館
使

用
料

等
を

改
正

す
る

こ
と

、
中

央
・
春

木
体

育
館

の
利

用
申

請
方

法
に

抽
選

方
式

を
導

入
す

る
こ

と
、

中
央

・
春

木
体

育
館

の
管

理
の

一
部

（
窓

口
業

務
等

）
を

「
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

岸
和

田
市

体
育

協
会

」
に

委
託

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

　
【
点

検
結

果
】

　
そ

れ
ぞ

れ
の

体
育

館
に

お
い

て
は

、
特

性
を

生
か

し
た

一
定

の
効

率
的

、
効

果
的

な
管

理
運

営
が

で
き

た
と

考
え

る
。

検
討

事
項

に
つ

い
て

は
、

様
々

な
観

点
か

ら
協

議
を

重
ね

、
当

面
の

結
論

を
導

き
だ

す
こ

と
が

で
き

た
。

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
＜

総
合

体
育

館
＞

　
　

来
館

者
人

数
　

　
  

  
　

2
5
万

人
以

上
  

　
使

用
料

等
歳

入
  

  
4
,5

0
0
万

円
以

上
<
中

央
・
春

木
体

育
館

＞
　

　
来

館
者

人
数

  
  

  
　

　
　

8
万

人
以

上
  

　
使

用
料

等
歳

入
  

  
　

9
0
0
万

円
以

上

＜
総

合
体

育
館

＞
・
施

設
の

所
管

替
え

に
伴

い
、

指
揮

命
令

系
統

を
明

確
化

す
る

等
、

指
定

管
理

者
で

あ
る

「
公

園
緑

化
協

会
」
と

　
所

管
課

で
あ

る
「
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

」
と

の
協

力
・
連

携
体

制
を

推
進

・
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

３
種

目
の

ス
ポ

ー
ツ

教
室

及
び

一
般

女
性

等
を

対
象

と
し

た
1
4
種

目
の

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

　
教

室
（
指

定
管

理
者

自
主

事
業

）
を

開
催

＜
中

央
・
春

木
体

育
館

＞
・
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

を
対

象
と

し
た

計
2
2
種

目
の

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
開

催
・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

す
る

動
機

付
け

と
し

て
、

体
育

館
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
開

設
＜

運
営

方
法

等
の

検
討

＞
・
体

育
館

使
用

料
等

の
料

金
改

正
に

つ
い

て
（
1
0
月

～
３

月
に

検
討

）
・
中

央
・
春

木
体

育
館

利
用

申
請

方
法

に
つ

い
て

（
1
2
月

～
 ３

月
に

検
討

）
・
中

央
・
春

木
体

育
館

管
理

業
務

の
委

託
に

つ
い

て
（
1
0
月

～
３

月
に

検
討

）

　
【
課

題
・
方

向
性

】
＜

総
合

体
育

館
＞

　
「
利

用
料

金
制

」
の

導
入

等
、

「
指

定
管

理
者

制
度

」
の

メ
リ

ッ
ト

を
さ

ら
に

生
か

す
管

理
運

営
方

法
の

検
討

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
＜

中
央

・
春

木
体

育
館

＞
　

将
来

の
｢指

定
管

理
」
も

視
野

に
い

れ
、

「
体

育
協

会
」
と

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
総

合
体

育
館

と
の

役
割

分
担

等
を

明
確

に
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標



項
目

番
号

　
 1

6

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
収

集
資

料
整

理
・
活

用
事

業
の

推
進

6
,3

4
7

生
涯

学
習

部
郷

土
文

化
室

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
Ｈ

１
８

年
度

実
績

・
資

料
目

録
Ｈ

Ｐ
公

開
　

０
件

・
企

画
展

　
５

回
　

3
0
,5

5
8
人

・
発

掘
調

査
　

2
2
件

・
現

地
説

明
会

　
３

回
　

約
2
5
0
人

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕

・
資

料
目

録
の

Ｈ
Ｐ

公
開

　
1
0
件

(4
,0

0
0
点

)
・
企

画
展

実
施

　
５

回
　

入
場

者
数

　
3
0
,0

0
0
人

・
市

役
所

Ｈ
Ｐ

に
「
荒

木
家

文
書

」
「
佐

々
木

勇
蔵

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

短
冊

(鎌
倉

～
桃

山
)」

ほ
か

計
1
3
件

(4
,8

5
2
点

)
  

 の
資

料
目

録
を

公
開

し
た

。
・
岸

和
田

城
に

お
い

て
次

の
企

画
展

を
開

催
し

た
。

  
 ・

4
/
1
～

5
/
1
3
　

「
郷

土
の

書
画

」
「
中

世
の

短
冊

」
　

  
入

場
者

数
 7

,8
9
1
人

  
 ・

5
/
1
6
～

9
/
9
　

「
岸

和
田

の
考

古
遺

物
」
　

　
  

  
  

  
  

入
場

者
数

 8
,0

0
3
人

  
 ・

9
/
1
2
～

1
1
/
2
5
　

「
鉄

と
漆

の
美

―
甲

冑
と

刀
剣

」
　

入
場

者
数

 8
,7

4
7
人

  
 ・

1
1
/
2
8
～

3
/
2
　

「
く
ら

し
の

道
具

」
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
 入

場
者

数
 4

9
1
4
人

  
 ・

3
/
5
～

3
/
3
1
　

「
濱

田
青

陵
―

人
と

芸
術

」
　

  
  

  
  

 入
場

者
数

 2
,5

0
0
人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
　

　
1
9
年

度
総

入
場

者
数

　
3
2
,0

5
5
人

・
発

掘
調

査
件

数
2
9
件

・
現

地
説

明
会

３
回

(馬
子

塚
古

墳
、

岸
和

田
古

城
跡

、
久

米
田

池
)　

参
加

者
計

約
5
6
0
人

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

資
料

目
録

は
、

順
次

、
公

開
件

数
を

増
加

し
て

い
く
。

企
画

展
は

資
料

調
査

・
研

究
を

今
後

も
進

め
、

新
た

な
視

点
(テ

ー
マ

)を
提

示
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

市
民

に
親

し
み

や
す

い
展

示
と

な
る

よ
う

、
展

示
手

法
、

解
説

方
法

等
の

改
善

を
は

か
る

。
発

掘
調

査
終

了
後

す
み

や
か

に
資

料
の

整
理

を
行

い
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
。

22

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
郷

土
の

歴
史

と
文

化
を

再
発

見
す

る
た

め
、

収
集

し
た

資
料

を
活

用
し

、
資

料
情

報
を

展
示

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
に

よ
っ

て
広

く
公

開
す

る
。

Ⅳ
 郷

土
文

化
の

再
発

見
と

保
存

・
活

用
の

た
め

に

１
  

文
化

財
の

保
存

と
郷

土
資

料
の

活
用

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
こ

れ
ま

で
市

史
編

さ
ん

事
業

で
収

集
し

た
市

史
資

料
、

旧
郷

土
資

料
館

で
収

集
し

た
郷

土
資

料
、

文
化

財
調

査
事

業
で

発
掘

し
た

埋
蔵

文
化

財
は

膨
大

な
数

量
に

な
る

。
こ

れ
ら

を
整

理
・
分

類
・
目

録
化

し
、

市
民

の
郷

土
学

習
や

歴
史

研
究

に
寄

与
す

る
た

め
に

、
市

役
所

Ｈ
Ｐ

で
の

公
開

や
、

岸
和

田
城

で
の

展
示

を
実

施
す

る
。

・
資

料
目

録
の

Ｈ
Ｐ

公
開

　
1
3
件

・
企

画
展

  
実

施
５

回
  

入
場

者
数

　
3
2
,0

5
5
人

・
発

掘
調

査
　

2
9
件

・
現

地
説

明
会

　
３

回
　

約
5
6
0
人

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
　

資
料

目
録

の
Ｈ

Ｐ
公

開
は

1
9
年

度
よ

り
実

施
し

、
市

民
や

研
究

者
等

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

や
閲

覧
等

の
請

求
が

や
や

増
加

し
て

き
た

。
企

画
展

は
郷

土
資

料
館

で
も

実
施

し
て

き
た

が
、

入
場

者
数

は
こ

こ
数

年
や

や
増

加
傾

向
に

あ
る

。
郷

土
資

料
館

で
は

他
者

か
ら

の
借

用
資

料
を

主
と

し
た

特
別

展
も

開
催

し
た

が
、

1
9
年

度
よ

り
特

別
展

を
取

り
や

め
、

収
蔵

資
料

を
主

と
し

た
企

画
展

の
み

と
し

、
経

費
を

節
減

し
た

。
(参

考
)

　
1
8
年

度
特

別
展

等
開

催
事

業
決

算
額

　
3
,0

5
8
千

円
　

1
9
年

度
展

示
普

及
事

業
決

算
額

　
  

  
  

 1
,8

4
5
千

円
　

現
地

説
明

会
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
市

民
へ

の
情

報
提

供
が

で
き

た
。

 　
【
点

検
結

果
】

　
資

料
目

録
の

Ｈ
Ｐ

公
開

は
1
9
年

度
末

か
ら

行
っ

た
が

、
す

で
に

数
件

の
問

合
せ

が
あ

り
、

今
後

増
加

が
予

想
さ

れ
る

。
企

画
展

は
、

入
場

者
数

は
や

や
増

加
し

、
経

費
は

約
4
0
%
節

減
し

た
が

、
収

蔵
資

料
主

体
の

展
示

で
あ

る
た

め
、

今
後

テ
ー

マ
が

硬
直

化
す

る
な

ど
、

質
的

低
下

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

資
料

に
つ

い
て

の
研

究
を

進
め

、
未

公
開

資
料

の
紹

介
な

ど
収

蔵
資

料
の

歴
史

的
・
文

化
的

意
義

を
更

に
周

知
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。



項
目

番
号

　
 1

7

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
自

然
資

料
館

普
及

啓
発

事
業

の
推

進
3
,7

8
4

生
涯

学
習

部
郷

土
文

化
室

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
・
特

別
展

1
回

、
企

画
展

2
回

・
普

及
イ

ベ
ン

ト
計

4
8
回

　
　

・
講

師
派

遣
対

応
5
3
回

・
普

及
用

印
刷

物
3
種

類
発

行
・
調

査
、

資
料

収
集

5
3
回

・
W

e
b公

開
用

標
本

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
0
件

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕
・
特

別
展

1
回

、
企

画
展

2
回

を
実

施
　

　
・
野

外
観

察
会

等
普

及
イ

ベ
ン

ト
を

計
4
0
回

実
施

　
・
講

師
等

の
派

遣
対

応
3
5
回

・
普

及
用

印
刷

物
を

3
種

類
発

行
・
調

査
、

資
料

収
集

5
0
回

・
W

e
b公

開
用

標
本

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
2
,0

0
0
件

・
特

別
展

1
回

実
施

（
1
0
～

1
2
月

：
入

場
者

2
,8

7
9
名

）
・
企

画
展

を
計

3
回

実
施

（
4
～

5
月

、
6
～

7
月

、
2
～

3
月

）
・
普

及
イ

ベ
ン

ト
計

4
5
回

実
施

（
参

加
者

4
,2

3
0
名

）
・
地

域
科

学
技

術
理

解
増

進
活

動
推

進
事

業
を

1
9
回

実
施

。
印

刷
物

を
５

種
類

、
映

像
作

品
を

３
種

類
制

作
。

・
講

師
等

の
派

遣
対

応
3
7
回

（
対

象
者

1
,5

0
6
名

）
・
調

査
、

資
料

収
集

6
8
回

。
・
普

及
用

印
刷

物
３

種
類

を
発

行
。

・
自

然
史

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

「
サ

イ
エ

ン
ス

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

ネ
ッ

ト
」
に

提
供

す
る

標
本

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

2
,4

1
0
件

　
を

整
備

・
提

供
。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
・
こ

こ
数

年
の

普
及

イ
ベ

ン
ト

の
増

加
は

、
公

的
な

支
援

・
助

成
で

上
積

み
で

き
た

面
は

　
大

き
い

。
事

業
運

営
の

さ
ら

な
る

効
率

化
と

新
た

な
取

り
組

み
を

進
め

、
こ

の
レ

ベ
ル

　
を

維
持

で
き

る
よ

う
努

め
た

い
。

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

か
ら

の
評

価
は

高
い

が
、

興
味

が
一

過
性

の
も

の
に

と
ど

ま
っ

て
い

　
る

場
合

も
多

い
の

で
、

よ
り

発
展

的
、

継
続

的
な

自
然

と
の

関
わ

り
に

つ
な

げ
ら

れ
る

　
よ

う
な

事
業

内
容

を
検

討
す

る
。

・
本

事
業

に
よ

っ
て

芽
生

え
た

自
然

へ
の

興
味

関
心

を
継

続
さ

せ
、

外
部

団
体

と
の

連
　

携
を

強
化

し
、

事
業

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
図

る
。

23

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
自

然
に

関
す

る
資

料
を

収
集

、
調

査
、

研
究

す
る

と
と

も
に

、
身

近
な

自
然

の
多

様
さ

を
学

び
、

自
然

保
護

へ
の

理
解

を
深

め
、

郷
土

愛
を

育
む

事
業

の
開

催
に

努
め

る
。

IV
　

郷
土

文
化

の
再

発
見

と
保

存
活

用
の

た
め

に

2
　

 身
近

な
自

然
の

保
護

と
啓

発

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
自

然
科

学
の

最
新

知
見

に
も

と
づ

く
特

別
展

、
企

画
展

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

野
外

観
察

会
、

室
内

実
習

会
、

講
演

会
、

科
学

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

等
、

多
種

多
様

な
市

民
向

け
普

及
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

・
実

施
す

る
。

ま
た

、
学

校
・
園

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
団

体
か

ら
の

要
望

に
応

じ
て

、
出

前
講

座
や

研
修

会
等

も
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

大
阪

南
部

の
自

然
に

関
す

る
調

査
・
研

究
、

資
料

の
収

集
・
整

理
を

積
極

的
に

進
め

、
そ

の
成

果
を

展
示

や
普

及
イ

ベ
ン

ト
、

自
然

資
料

館
で

作
成

す
る

学
習

冊
子

、
研

究
報

告
書

等
で

広
く
公

開
し

て
い

く
。

・
特

別
展

1
回

、
企

画
展

3
回

を
実

施
　

　
　

・
調

査
、

資
料

収
集

を
6
8
回

実
施

・
普

及
イ

ベ
ン

ト
を

計
4
5
回

実
施

　
　

　
　

・
普

及
用

冊
子

3
種

類
発

行
・

講
師

等
の

派
遣

対
応

3
7
回

 
・

W
e
b
公

開
用

標
本

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
2
,
4
1
0
件

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
科

学
技

術
振

興
機

構
か

ら
の

支
援

を
受

け
て

実
施

し
た

1
9
回

分
の

行
事

に
つ

い
て

　
は

、
各

回
終

了
後

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
が

、
9
0
％

以
上

の
参

加
者

か
ら

「
楽

し
　

か
っ

た
」
、

「
ま

た
参

加
し

た
い

」
と

い
っ

た
高

評
価

が
、

約
8
0
％

か
ら

は
自

然
科

学
へ

　
の

興
味

が
高

ま
っ

た
と

の
回

答
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 　

【
点

検
結

果
】

・
実

施
状

況
は

ほ
ぼ

目
標

値
を

達
成

し
、

一
部

に
つ

い
て

は
目

標
を

大
き

く
上

回
る

こ
と

　
が

で
き

た
。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
イ

ベ
ン

ト
は

一
部

に
限

ら
れ

て
い

る
が

、
事

業
効

果
を

よ
り

詳
　

細
に

検
証

す
る

た
め

に
は

そ
の

範
囲

を
広

げ
る

必
要

が
あ

る
。



項
目

番
号

　
 1

8

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
子

ど
も

読
書

活
動

の
推

進
9
,7

3
0

生
涯

学
習

部
図

書
館

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕

・
児

童
書

貸
出

冊
数

  
4
1
4
,9

7
7
冊

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕

・
児

童
書

貸
出

冊
数

  
4
2
0
,0

0
0
冊

・
岸

和
田

市
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

会
議

を
３

回
開

催
し

、
関

係
機

関
か

ら
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
、

課
題

や
方

　
向

性
、

あ
ら

た
な

連
携

の
模

索
な

ど
に

つ
い

て
意

見
交

換
し

、
現

状
や

認
識

を
共

有
し

た
。

・
会

議
を

受
け

て
新

た
な

連
携

と
し

て
、

図
書

館
で

開
催

実
績

の
あ

っ
た

「
絵

本
の

広
場

」
を

公
民

館
で

も
実

施
　

し
た

。
（
全

４
館

実
施

。
延

べ
５

日
、

1
7
0
名

参
加

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
2
0
名

参
加

。
）

・
児

童
図

書
（
紙

芝
居

含
む

）
を

購
入

し
、

魅
力

あ
る

蔵
書

構
成

と
す

る
と

と
も

に
、

傷
ん

だ
図

書
の

買
い

替
え

を
　

行
っ

た
（
購

入
冊

数
＝

7
,2

4
2
冊

）
・
図

書
館

自
動

車
文

庫
「
な

か
よ

し
号

」
を

巡
回

（
小

学
校

８
校

、
幼

稚
園

５
校

、
地

域
1
5
地

域
）
す

る
と

と
も

に
、

　
各

施
設

へ
児

童
書

を
配

本
し

た
。

（
チ

ビ
ッ

コ
ホ

ー
ム

2
1
校

、
公

民
館

1
2
館

、
家

庭
地

域
文

庫
８

箇
所

へ
原

則
　

1
ヶ

月
ご

と
に

入
れ

替
え

。
）

・
毎

月
1
回

市
内

図
書

館
2
箇

所
に

て
絵

本
な

ど
の

読
み

聞
か

せ
を

す
る

お
話

会
を

実
施

し
た

。
（
本

館
、

山
直

）
・
そ

の
他

関
係

機
関

等
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

事
業

に
て

読
書

活
動

を
推

進
し

た
。

　
※

保
健

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
「
パ

パ
マ

マ
教

室
（
出

産
前

の
保

護
者

を
対

象
）
」
に

て
、

図
書

館
職

員
が

　
　

 子
育

て
に

お
け

る
絵

本
の

有
効

性
を

説
明

。
　

※
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

さ
く
ら

だ
い

で
実

施
し

て
い

る
「
つ

く
し

ひ
ろ

ば
（
３

ヶ
月

～
１

０
ヶ

月
ま

で
の

子
ど

も
と

　
　

 保
護

者
）
」
に

て
、

図
書

館
職

員
が

子
育

て
に

お
け

る
絵

本
の

有
効

性
を

説
明

。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

平
成

1
6
年

に
策

定
し

た
「
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
各

種
事

業
を

展
開

し
て

き
た

が
、

来
年

度
、

計
画

の
目

標
年

で
あ

る
５

年
目

を
迎

え
る

に
あ

た
り

、
各

計
画

の
進

捗
状

況
を

点
検

し
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
検

討
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

24

平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
乳

幼
児

期
か

ら
高

校
生

ま
で

、
読

書
習

慣
が

形
成

さ
れ

る
よ

う
、

家
庭

や
学

校
、

地
域

、
図

書
館

な
ど

が
相

互
に

連
携

し
、

読
書

環
境

の
整

備
・
向

上
を

進
め

る
。

　
ま

た
、

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
子

ど
も

の
読

書
の

大
切

さ
に

つ
い

て
の

関
心

を
高

め
、

理
解

を
深

め
る

た
め

の
啓

発
・
広

報
活

動
を

実
施

し
、

そ
の

た
め

の
推

進
体

制
を

整
備

す
る

。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
３

　
地

域
が

輝
く
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く
り

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
子

ど
も

読
書

活
動

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
の

組
織

と
し

て
、

関
係

機
関

や
学

校
、

文
庫

・
市

民
団

体
な

ど
で

構
成

す
る

「
岸

和
田

市
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

会
議

」
を

設
置

し
、

各
団

体
で

の
取

り
組

み
や

連
携

に
向

け
て

情
報

を
交

換
し

、
共

有
す

る
。

　
ま

た
、

児
童

用
図

書
の

購
入

、
買

換
え

、
自

動
車

文
庫

の
巡

回
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
の

読
書

活
動

の
た

め
の

条
件

整
備

を
引

き
続

き
進

め
る

。

・
児

童
書

貸
出

冊
数

  
4
1
9
,6

9
4
冊

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
図

書
館

の
み

で
実

施
し

て
い

た
行

事
を

公
民

館
や

市
民

団
体

と
連

携
す

る
こ

と
に

よ
　

り
、

新
し

く
地

区
公

民
館

で
、

「
絵

本
の

広
場

」
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
、

好
評

で
あ

　
っ

た
。

・
別

途
記

載
の

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

保
健

セ
ン

タ
ー

と
の

つ
な

　
が

り
が

で
き

、
同

セ
ン

タ
ー

で
活

動
す

る
団

体
と

も
協

力
関

係
が

築
か

れ
た

。

　
【
点

検
結

果
】

・
関

係
機

関
そ

れ
ぞ

れ
が

、
単

独
で

は
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

、
会

議
を

通
じ

て
連

携
し

、
　

新
た

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

・
新

た
な

連
携

事
業

を
実

施
す

る
な

ど
、

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
機

会
を

拡
大

す
る

こ
と

　
が

で
き

た
。

　



項
目

番
号

　
 1

9

１
．

点
検

・
評

価
項

目
４

．
Ｈ

1
9
決

算
額

(千
円

)
５

．
担

当
課

　
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

の
推

進
1
,2

5
1

生
涯

学
習

部
図

書
館

〔
1
0
．

平
成

1
9
年

度
実

績
値

〕

〔
８

．
前

年
度

数
値

又
は

そ
の

他
参

考
値

〕
　 大

阪
府

内
の

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
実

施
市

町
村

　
　

・
 2

9
市

町
（
検

診
時

直
接

配
布

方
式

）

〔
９

．
平

成
1
9
年

度
の

取
組

み
状

況
〕

〔
７

．
平

成
1
9
年

度
目

標
値

〕

　
引

き
換

え
率

5
0
％

　
（
「
1
歳

６
ヶ

月
児

健
康

診
査

」
対

象
者

1
,9

1
9
人

の
半

数
）

・
広

報
「
き

し
わ

だ
」
４

月
１

日
号

で
告

知
記

事
を

掲
載

。
1
0
月

１
日

号
に

も
掲

載
し

、
再

周
知

し
た

。
・
１

歳
６

ヶ
月

児
健

康
診

査
対

象
者

全
1
,9

1
9
人

宛
て

に
送

付
す

る
健

診
の

案
内

書
に

 「
絵

本
引

換
券

」
 を

同
　

封
し

送
付

し
た

。
・
引

換
券

を
市

内
の

図
書

館
に

持
参

し
て

い
た

だ
い

た
8
8
9
人

の
保

護
者

（
親

子
）
に

絵
本

を
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
た

。
　

同
時

に
図

書
館

の
利

用
案

内
や

絵
本

に
つ

い
て

、
図

書
館

職
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

直
接

お
話

し
し

た
。

・
絵

本
の

他
に

「
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

さ
く
ら

だ
い

」
「
公

民
館

」
の

利
用

案
内

・
講

座
の

案
内

・
絵

本
の

リ
ス

ト
　

な
ど

の
配

付
、

お
話

会
な

ど
の

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
・
市

内
の

図
書

館
（
分

館
・
分

室
・
自

動
車

文
庫

を
含

む
）
で

も
引

換
え

を
実

施
し

、
引

き
換

え
率

の
向

上
に

努
　

め
た

。

　
【
課

題
・
方

向
性

】
　

引
換

え
の

際
、

保
護

者
だ

け
が

来
館

す
る

こ
と

が
あ

る
が

、
保

護
者

と
子

ど
も

が
一

緒
に

来
館

し
、

直
接

子
ど

も
に

手
渡

す
方

が
よ

り
高

い
効

果
が

得
ら

れ
る

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
本

来
こ

の
事

業
は

、
そ

の
市

に
生

ま
れ

た
す

べ
て

の
赤

ち
ゃ

ん
と

そ
の

保
護

者
に

対
し

て
行

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
よ

り
多

く
の

親
子

に
絵

本
を

手
に

と
っ

て
も

ら
い

、
そ

の
効

果
を

実
感

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

さ
ら

に
工

夫
や

改
善

が
必

要
で

あ
る

。
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平
成

2
0
年

度
教

育
委

員
会

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

（
平

成
1
9
年

度
施

策
・
事

業
対

象
）

２
．

目
標

３
．

教
育

方
針

で
の

位
置

付
け

　
赤

ち
ゃ

ん
と

保
護

者
が

絵
本

を
介

し
て

向
か

い
合

い
、

触
れ

合
い

、
暖

か
く
楽

し
い

ひ
と

時
を

持
つ

こ
と

が
で

き
、

親
子

の
き

ず
な

が
い

っ
そ

う
深

ま
る

こ
と

を
目

指
し

て
絵

本
を

配
布

す
る

。
　

ま
た

、
配

布
に

あ
た

り
図

書
館

の
利

用
案

内
や

各
種

子
育

て
情

報
な

ど
を

提
供

し
、

図
書

館
利

用
促

進
、

子
育

て
支

援
を

行
う

。

Ⅲ
　

生
涯

学
習

の
推

進
の

た
め

に
３

　
地

域
が

輝
く
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く
り

〔
６

．
事

業
の

概
要

〕

　
保

護
者

に
「
絵

本
を

楽
し

む
時

間
の

大
切

さ
」
を

伝
え

な
が

ら
、

絵
本

を
無

料
で

手
渡

す
。

　
市

内
に

生
ま

れ
た

す
べ

て
の

乳
児

を
対

象
に

、
受

診
率

が
最

も
高

い
保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
健

診
時

に
案

内
す

る
。

図
書

館
で

の
手

渡
し

、
効

果
的

な
読

み
聞

か
せ

の
方

法
の

説
明

時
間

確
保

な
ど

の
た

め
、

後
日

交
換

方
式

と
す

る
。

　
ま

た
、

図
書

館
の

利
用

案
内

の
ほ

か
講

座
情

報
、

各
施

設
の

情
報

な
ど

を
同

時
に

提
供

す
る

。

　
引

き
換

え
率

 4
6
.3

％
（
8
8
9
人

）

〔
1
1
．

評
価

〕
　

【
取

組
み

後
の

効
果

】
・
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
た

絵
本

を
実

際
に

子
ど

も
に

読
み

聞
か

せ
た

感
想

を
、

後
日

報
告

し
て

く
　

れ
る

保
護

者
が

い
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
効

果
を

目
に

見
え

る
形

で
保

護
者

に
示

す
こ

と
　

が
で

き
て

い
る

。
・
図

書
館

を
利

用
し

た
こ

と
が

な
い

保
護

者
も

、
こ

の
事

業
を

き
っ

か
け

に
初

め
て

来
館

　
す

る
な

ど
し

、
利

用
促

進
に

つ
な

が
っ

た
。

・
同

世
代

の
保

護
者

が
、

同
じ

絵
本

を
持

つ
こ

と
に

よ
り

、
共

通
の

話
題

が
で

き
、

知
ら

　
な

い
保

護
者

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

　
【
点

検
結

果
】

　
時

間
的

ゆ
と

り
の

な
い

健
診

時
で

は
な

く
、

後
日

、
親

子
が

図
書

館
に

来
館

し
て

、
ゆ

っ
く
り

と
絵

本
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

、
絵

本
を

楽
し

む
時

間
の

大
切

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

同
時

に
他

の
本

の
貸

出
や

閲
覧

が
可

能
で

あ
り

図
書

館
利

用
の

積
極

的
な

活
用

を
ア

ピ
ー

ル
で

き
た

。



項
目

番
号

　
 2

0

　
　

教
育

委
員

会
会

議
の

実
施

状
況

平
成

１
９

年
度

月
日

時
間

月
日

時
間

報
告

（
件

）
議
案
（
件
）

4
月
2
5
日

1
5
:
0
0
-
1
6
:
3
0

1
2

6
5

5
月
2
2
日

1
4
:
3
0
-
1
6
:
0
5

1
4

2
5

6
月
2
5
日

1
4
:
3
0
-
1
6
:
3
0

7
5

1

7
月
2
4
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
3
0

6
5

5
1

8
月
2
1
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
3
0

8
2

5
1

9
月
2
5
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
0
0

9
3

5
1

9
月

2
5
日

1
6
:
0
0
-
1
6
:
3
0

2
5

1

1
0
月
2
4
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
4
5

1
0

5
5

1

1
1
月
2
0
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
4
5

8
6

4
2

1
2
月
1
9
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
3
0

6
5

1

1
月
2
2
日

1
4
:
4
0
-
1
6
:
5
5

6
6

5
1

2
月
2
0
日

1
4
:
4
0
-
1
7
:
1
5

8
7

5
1

3
月
2
4
日

1
4
:
4
0
-
1
7
:
0
0

4
7

5
4

合
計

9
8

5
1

6
4

1
5

1
8

9
3

5
0

6
2

1
7

1
1
6

4
6

7
0
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1
9

議
案

等
件
数

定
例
会
議

臨
時

会
議

年
度

出
席
委
員
数

傍
聴
人
数

1
2
回

1
2
回

1
回

2
回

1
2
回

1
回



項
目

番
号

　
 2

1
　

　
教

育
委

員
の

活
動

状
況

平
成

1
9
年

度

◆
 教

育
委

員
学

校
視

察

・
 ７

月
２

日
（
月

）
　

春
木

中
学

校
、

八
木

南
小

学
校

、
山

直
南

幼
稚

園

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 出
席

委
員

　
　

委
員

長
、

委
員

長
職

務
代

理
者

、
委

員
１

名
、

教
育

長

・
 ７

月
５

日
（
木

）
　

岸
城

幼
稚

園
、

八
木

北
小

学
校

、
産

高
定

時
制

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 出
席

委
員

　
　

委
員

長
、

委
員

長
職

務
代

理
者

、
委

員
２

名
、

教
育

長

◆
 教

育
委

員
公

民
館

視
察

・
 ８

月
2
2
日

（
水

）
市

立
公

民
館

・
中

央
地

区
公

民
館

、
箕

土
路

青
少

年
会

館

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

出
席

委
員

　
　

委
員

長
、

委
員

長
職

務
代

理
者

、
委

員
２

名
、

教
育

長

◆
 泉

南
地

区
教

育
委

員
会

教
育

委
員

長
・
教

育
長

連
絡

協
議

会
研

修
会

・
 日

　
　

時
　

　
８

月
2
7
日

（
月

）
午

後
４

時
3
0
分

～

・
 場

　
　

所
　

　
岸

和
田

市
立

浪
切

ホ
ー

ル

・
 内

　
　

容
　

　
講

演
会

・
 出

席
委

員
  
委

員
長

、
教

育
長

◆
 近

畿
市

町
村

教
育

委
員

研
修

大
会

・
 日

　
　

時
　

　
1
0
月

1
2
日

（
金

）
午

後
１

時
～

午
後

３
時

4
0
分

・
 場

　
　

所
　

　
栗

東
芸

術
文

化
会

館
さ

き
ら

　
大

ホ
ー

ル

・
 内

　
　

容
　

　
講

話
「
改

正
教

育
三

法
成

立
後

の
市

町
村

に
お

け
る

教
育

委
員

会
組

織
運

営
と

教
育

行
政

の
あ

り
方

」
（
文

部
科

学
省

）

　
 　

　
　

　
　

　
  
講

演
「
子

ど
も

の
危

機
を

ど
う

見
る

か
」
（
教

育
評

論
家

　
法

政
大

学
教

授
）

・
 出

席
委

員
　

委
員

長
職

務
代

理
者

◆
 泉

南
地

区
教

育
委

員
研

修
会

・
 日

　
　

時
　

　
1
0
月

1
8
日

（
木

）
午

後
４

時
3
0
分

～

・
 場

　
　

所
　

　
阪

南
市

立
文

化
セ

ン
タ

ー

・
 内

　
　

容
　

　
講

演
「
教

育
の

可
能

性
を

目
指

し
て

」
－

矯
正

教
育

の
実

践
を

通
し

て
－

（
和

泉
学

園
長

）

・
 出

席
委

員
  
委

員
長

職
務

代
理

者
、

委
員

２
名

、
教

育
長

27



項
目

番
号

　
 2

1
◆

 先
進

校
視

察

・
 日

　
　

時
　

　
1
1
月

８
日

（
木

）
午

後
１

時
～

午
後

３
時

3
0
分

・
 場

　
　

所
　

　
岡

山
市

立
石

井
小

学
校

・
 内

　
　

容
　

　
小

学
校

英
語

教
育

の
先

進
事

例
（
イ

マ
ー

ジ
ョ

ン
教

育
）
視

察

・
 出

席
委

員
　

委
員

長
、

委
員

２
名

、
教
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、
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）

◆
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の
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、
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評価委員会委員からいただいた主な意見 

 

項目番号１ 小学校給食の委託化の推進 

○ 委託業務が、学校・保護者への理解と連携を図りながら、学校給食の質を低下させ

ることなく、スムースに実施されているように思う。 

○ 委託化を推進することにより経費の削減がなされたが、これが、より安全・安心な

学校給食に生かされることを望みます。 

○ 民間委託による経費削減額を、給食環境の向上に活かしてほしい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  民間委託により得られた節減費用は、ドライ運用のための施設改修や給食内容の充

実のための炊飯器の購入など、給食環境の向上に活かせるよう努めます。 

 

項目番号４ 大規模改修・耐震化の年次的な推進 

○ ボリュームがあるが、大切なものなので、耐震化計画の推進に努めてほしい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

「地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律(平成 20 年法律第 72 号)が平成

20 年６月 18 日付けで施行され、交付金・負担金が一部嵩上げされることとなった状

況も踏まえ、財政状況を見据えながら前倒し等も含め、耐震化計画の推進に努めます。 

 

項目番号５ 創立１００周年記念事業の推進 

○ 100 周年を節目として、記念行事を実施されたこと、また生徒が快適な学校生活を

おくるよう特別棟を改修されるなど、教育環境を整えられたことは極めて意義深いこ

とと思います。 

○ これからも府内で数少ない衛星都市立高校として、伝統を生かし地域に根ざした特

色ある学校である事を期待します。 

○ ますます多様となる生徒の進路希望に応じ、生徒が自己実現を達成する学校であり

続けるよう、学校改革にも積極的に取り組んでいただきたい。 

○ 課題・方向性に、産業高校の次世代への改革とあるが、中高一貫校や高大連携を検

討してほしい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  創立 100 周年以降の将来につながる学校改革の検討について、平成 18 年５月から

学校長の諮問機関である学内の策定会議で検討を続け、その中間まとめ的なものとし

て、本年２月 13 日に学校長に今後の目指すべき方向性について答申をしました。基

本的には地域におけるオンリーワンの学校となるような特色づくりに取り組むこと
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とし、具体的には二つの柱を考えています。一つ目は、全国的に見ても数少ない商  

業科と工業科の併設校という特徴をアピールして、府下における産業教育のリーディ

ングハイスクールを目指すということです。二つ目は、これまでの「就職に強い産高」

といった側面に加えて「進学にも対応できる産高」となる改革を進めるということで

す。そして、この二本柱の目標達成をサポートするものとして、「中高一貫校」を含

め「地域との連携」や「大学との連携」等の検討も考えております。 

 

項目番号６ 学力向上の推進 

○ 教育の効果は、「すぐに表れるものでなく、時間をかけて表れるもの」ということ

は、その通りだと思うが、ただこれに甘えてしまわないようにしてほしい。とりわけ

全国学力テストが２回続けて下位ということには、危機感をもって対応してほしい。 

○ 学力向上は、学校だけでは十分な対応はできない。地域、家庭の協力がますます大

切だと思う。そういう意味での対応策を改善策の中に取り入れられるよう願います。 

○ 各学校の改善策の実施状況を把握し、それに基づいた指導・助言を願います。 

○ 教員の指導力向上に努力してほしい。 

○ 基本的生活習慣を身につけること、親が子どもに目を向けることが学力にも影響す

ると思う。 

○ 平成 19 年度全国学力・学習状況調査結果の分析・考察による新たな取り組みの成

果が期待される。取り組みの内容については即効性と継続性の両面からの検討が必要

であると考えられる。そして、教員の指導力向上に関しての研究と修養を絶えず行い、

その結果の検証を常に実施し、成果の共有を図るべきである。また、同時に行われた

生活実態調査結果も考慮して、学校・家庭・地域社会が連携し総合的な教育力の向上

を目指す方策の検討も必要と考える。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  教育は、生きる力、すなわち確かな学力・豊かな心・健やかな体を総合的に育てる

ことを目標としています。その基本を大切にし、教員の指導力向上を図るとともに、

保護者・地域とも連携し、今後も取り組んでまいります。 

 

項目番号 14 学社連携システムの構築 

○ 放課後子ども教室を各小学校に開設する。小学生登校の安全見守り隊としてご苦労

してくれている方々は、定年退職された優秀な方々です。このような方々に地域の子

どもたちの為に今一度、大きな力を発揮してもらえる対策を検討し、推進出来たらと

思います。 

○ 放課後子ども教室に限らず、学社連携の教育事業は、今後、特に大切なことだと思

います。もちろん、先生方の積極的な姿勢が基盤でならなければならないことは当然
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のことです。 

○ 放課後子ども教室は、お年寄りも子どもも喜んでおり、続けていただきたい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

 放課後子ども教室は地域のボランティアの方々のご協力により成り立っています。

ボランティアの方々も子どもたちとの触れ合いや地域の人とのつながりにやりがい

を感じていただいています。今後とも学校・地域・行政が連携し、子ども教室の拡充

と地域教育力の向上に努めて参ります。 

 

項目番号 15 スポーツ施設のあり方の検討「体育館について」 

○ 市民体育館として、6.事業の概要のとおり利用度が大変高く、生涯スポーツの活性

化が進み施設が不足状況です。 

○ 施設が古くなり電源元（中央体育館のキュービックル）等の改修には多額の予算が

必要と聞いていますが、利用者が安全かつ快適にスポーツを楽しめる施設の整備が必

要と考えます。財政難のおり厳しい面もありますが、必要順に沿って整備を計画的に

進めるべきだと思います。 

○ 施設の運営管理については、ご指摘の通り「指定管理」についてＮＰＯ法人資格を

取った「体育協会」と早く協議に入るべきではないか。 

○ スポーツ振興課の評価シートについて、市民体育館だけでなく、他の施設（総合体

育館、多目的広場、プール、市民心技館、テニスコート等）ハード面、ソフト面を幾

つかに分けて評価シートを作成して欲しかった。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  委員のご意見を受け、点検・評価シートについて総合体育館を含めた体育館施設全

体のものに変更しました。 

  記載のとおり、本市の体育館施設では、様々な使用形態（専用使用、個人使用、ス

ポーツ教室受講等）において年間延べ 34 万人が利用され、生涯スポーツの振興に大

きな貢献を果たしているものと考えます。また、収支比率（管理運営経費支出に対す

る使用料等収入の割合）につきましても、中央・春木体育館が 30％以上、総合体育

館では 40％を超えており、全国の体育館と比べかなり高い数値となっています。 

  このような体育館施設ですが、他のスポーツ施設と同様、老朽化等による改修箇所

がまだまだ多く残っており、安全管理等に伴う年次的な施設整備が重要と考えます。 

  中央・春木体育館の「指定管理」につきましては、管理業務の一部（窓口業務等）

を委託することとなった「ＮＰＯ法人岸和田市体育協会」との連携強化を図りながら、

制度導入を視野に入れ協議を進めてまいります。 
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項目番号 17 自然資料館普及啓発事業の推進 

○ 児童生徒の「理科離れ」の指摘のあるなかで、本市の自然資料館の活動は大変心強

いものがある。 

○ 各行事後における参加者のアンケートでも、高い評価となっており、その成果は素

晴らしいと思います。 

○ 今後も自然に親しみ、環境を大切にする市民の育成に取り組んでいただきたい。 

○ 本事業によって芽生えた自然への興味関心が継続し、一層発展してゆくために学校

との接続を図り、連携を強化する方策を検討していただきたい。そして、児童生徒の

活動のさらなるステップアップを招いてください。 

○ チリメンモンスターを一過性でなく、大阪府との連携等で発展させてほしい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  自然資料館の事業は、自然環境とリンクしたものであるため、市民に自然への興味

関心をもっていただくことが重要と考えています。したがって、学校園はもちろんの

こと関係機関及び外部団体とも連携を保ち、ステップアップするように事業を進めて

いきます。 

  また個々の事業についても、一過性のものにならないよう関連団体と連携をとりな

がら進めていきます。 

 

項目番号 18 子ども読書活動の推進 

○ 児童生徒の「活字離れ」が言われて久しい。この状況にあって、本事業の意義は大

きいものがあります。 

子どもたちに読書の習慣が身に付けば、生涯の財産となり、これが本市市民の文

化・教養の高揚につながります。 

身近な例として、毎月公園にやって来る自動車文庫「なかよし号」を楽しみにして

いる子どもたちや、図書館に活き活きとした表情で来館している子どもたちを見る時、

これらの子どもたちの期待にも充分応える必要性を感じます。 

  しかるに、種々の会議だけでなく一工夫二工夫した具体的な取り組みで点検・評価

する方がいいと思います。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  子どもが自主的に読書を行い、読書の楽しみを知り、生涯にわたり読書習慣を身に

つけられるよう、関係部局が連携を図り、一層積極的に子どもの読書環境の整備に取

り組んでまいります。 

 

項目番号 19 ブックスタート事業の推進 

○ 「三つ子の魂百までも」と言われるように、幼少期に本の楽しさ・面白さを体得す

ることは大切なことです。 
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  保護者と子どもが図書を介して、より一層絆が強まるのは素晴らしいことです。従

って、本事業内容を多くの方々に活用していただきたい。この観点からすると、目標

値を引き換え率 50％に設定しているのは不十分なのでは。 

目標値を仮に 100％に据え、実績値が 46.3％であれば、何故目標値が達成できなか

ったのか。広報の方法や内容がどうであったか。また、関連各課が連携し、協力をさ

らに深める方法はないものかなど、いろいろ検討が出来るのではないでしょうか？ 

さらに、対象者に意見や評価も問えば、これが改善策につながると思います。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

 実績値の現状を分析し、100％に近づけるようＰＲ方法など改善できる部分を積極

的に見直し、推進してまいります。 

 

その他 

○ 目標値そのものがいいのかどうかということが大切になると思います。今後とも目

標値設定にあたっては十分吟味されるよう願います。 

○ 課題・方向性が次年度の目標値、または、取組み状況の中で生かされるよう願いま

す。 

○ 評価シートの内容が、担当者だけでなく、担当課一人ひとりのものとなるように願

います。 

○ 今の時代、情報提供によって、理解され、信頼され、認められるようにする努力は

何よりも大切だと痛感いたします。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

  Ｐ（立案）、Ｄ（実行）、Ｃ（評価）、Ａ（改善）サイクルの理念に基づき、評価結

果を市民に公表し、また、その意見を次年度以降の事業の立案に反映させることによ

り、事務改善に役立つよう努めます。 

 

○ 学校教育の中で、クラブ活動について全く触れていない事が残念だった。 ＜学校

は学問をすることが基本だが、人間教育の大切な場である＞ クラブ活動（文化部、

体育部）によって、（敬う、労う、協調、我慢等…心）（規則を守り、挨拶、礼儀を知

る）等が養われる。又、人間関係の構築に寄与する。 

○ 中学校のクラブ活動が崩壊するのではないかと、憂いを掲載した新聞記事をみて久

しいが、実態は如何でしょうか。対策を聞きたい。 

＜ 教育委員会の考え方 ＞ 

部活動は人間形成の場としても重要であると考えます。地域等とも連携し、部活動

の推進に努めているところです。また、現在、部活動生徒派遣費等で支援しています

が、今後とも支援を継続したいと考えています。 
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員
会
評
価
委
員
会
」
を
置
く
。

①
委
員
は
、
教
育
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱

す
る
。

②
委
員
の
任
期
は
、
委
嘱
し
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
ま
で

と
す
る
。

(4
)
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
前
年
度
の
取
組
状
況
を
点
検
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
９
月
議
会
に
提
出
す
る
。
（
た
だ
し
、
平
成
2
0
年
度
の

み
1
2
月
議
会
と
す
る
。
）

(5
)
評
価
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
き
し
わ
だ
掲
載
等
に
よ
り
公
表
す
る
。

１
趣
旨

１
根
拠
法
令

○
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
教
育
に
関

す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
等
」
が
規
定
さ
れ
た
。

（
平
成
2
0
年
４
月
１
日
施
行
）

第
二
十
七
条
（
一
部
省
略
）

教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
議
会
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
点
検
及
び
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
に
関
し
学
識

経
験
を
有
す
る
者
の
知
見
の
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２
点
検
・
評
価
の
流
れ

４
月

７
月

８
月

９
月

２
月

２
実
施
方
法

事
業
の
進
捗

状
況
等
の

と
り
ま
と
め

評
価
委
員

の
意
見
聴
取

点
検
・
評
価

の
実
施

報
告
書
作
成

議
会
へ
報
告

市
民
へ
公
表

点
検
・
評
価
の

結
果
を
踏
ま
え
、

次
年
度
の
教
育

方
針
を
策
定

＜
参
考
＞

●
評
価
の
対
象
：
各
課
で
抽
出
整
理
さ
れ
た
施
策
・
事
業
（
平
成
２
０
年
度
は
２
1
項
目
）

●
評
価
の
方
法

事
業
実
施
担
当
課
に
お
い
て
評
価
シ
ー
ト
を
用
い
、
施
策
・
事
業
の
目
標
に
対
し
て

可
能
な
限
り
定
量
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

●
評
価
の
観
点

・
取
組
み
後
の
効
果

・
点
検
結
果

・
課
題
・
方
向
性

３
点
検
・
評
価
の
手
法

※
た
だ
し
、
平
成
２
０
年
度
の
み
１
２
月
議
会
へ
報
告
。
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点検・評価項目   

 

№ 項     目 担 当 課 

１ 小学校給食の委託化の推進 総務課 

２ 公立幼稚園アフタースクール（預かり保育）事業の推進 総務課 

３ 市立中学校へのスクールランチの導入 総務課 

４ 大規模改修・耐震化の年次的な推進 学校管理課 

５ 創立１００周年記念事業の推進 産業高等学校 

６ 学力向上の推進 学校教育課 

７ 教育相談活動の充実 学校教育課 

８ 特別支援教育の推進 学校教育課 

９ 安全対策・教育の推進 学校教育課 

10 人権教育の推進 人権教育課 

11 進路選択支援事業の推進 人権教育課 

12 公民館等管理運営のあり方の検討 生涯学習課 

13 生涯学習都市づくりの推進 生涯学習課 

14 学社連携システムの構築 生涯学習課 

15 スポーツ施設のあり方の検討「体育館について」 スポーツ振興課

16 収集資料整理・活用事業の推進 郷土文化室 

17 自然資料館普及啓発事業の推進 郷土文化室 

18 子ども読書活動の推進 図書館 

19 ブックスタート事業の推進 図書館 

20 教育委員会会議の実施状況（※） 総務課 

21 教育委員の活動状況（※） 総務課 

  （※）は、取り組み状況のみ記載。   
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関係法令 

 

◎地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162 号）（抜粋） 

 

（事務の委任等） 

第二十六条 教育委員会は，教育委員会規則で定めるところにより，その権限に属する

事務の一部を教育長に委任し，又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。  

 一 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。  

 二 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。  

 三 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。  

 四 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。  

 五 次条の規定による点検及び評価に関すること。  

 六 第二十九条に規定する意見の申出に関すること。  

３ 教育長は，第一項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部

を事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以

下この項及び次条第一項において「事務局職員等」という。）に委任し，又は事務局職

員等をして臨時に代理させることができる。 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十七条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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◎地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について（平成 19

年文科初第 535 号平成 19 年 7月 31 日文部科学事務次官通知）（抜粋） 

 

第一 改正法の概要 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

(３) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公

表しなければならないこととしたこと。点検及び評価を行うに当たっては、教育に

関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとしたこと。（法第 27条） 

 

第二 留意事項 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

 (３）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

   ① 今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し、公表するこ

とにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果た

していく趣旨から行うものであること。  

② 現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の状況

について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの取組を行っ

ている場合には、その手法を活用しつつ、適切に対応すること。  

③ 点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るこ

とについては、点検及び評価の客観性を確保するためのものであることを踏まえ、

例えば、点検及び評価の方法や結果について学識経験者から意見を聴取する機会

を設けるなど、各教育委員会の判断で適切に対応すること。  
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岸和田市教育委員会評価委員会設置要綱 

（設置及び目的） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162 号）第 27条第２

項の規定に基づき、同条第１項の点検及び評価を行うに当たって教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るため、岸和田市教育委員会評価委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

（職務） 

第２条 委員は、岸和田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の求めに応じ、前条の

点検及び評価を行うにあたり、意見を述べるものとする。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員４人以内で組織する。 

２ 委員は、教育に関し学識経験を有する者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 委員の任期は、教育委員会が委嘱した日から同日の属する年度の翌年度の末日までとす

る。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育総務部総務課において行う。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 20年７月１日から施行する。 
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【岸和田市教育委員会評価委員会委員名簿】〔50音順〕 

ふりがな いまもと みちよ 

氏  名 今本 美知代 
所属・職名 常磐会学園大学 学長 

専門領域 教育委員経験者 

ふりがな なかの としかつ 

氏  名 中野 俊勝 
所属・職名 近畿大学入学センター アドミッション・オフィサー 

専門領域 学校教育関係者 

ふりがな むろた みつしげ 

氏  名 室田 光重 
所属・職名 ＮＰＯ法人 岸和田市体育協会 会長 

専門領域 生涯学習関係者 

ふりがな やました かずひこ 

氏  名 山下 和彦 
所属・職名 八木小学校 元校長 

専門領域 学校教育関係者 
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平成 20 年度 岸和田市教育委員会の点検・評価について 

ご意見をお寄せください 

 

 お寄せいただいたご意見につきましては、今後の施策・事業等の推進に当たっての参

考にさせていただきます。 

 

１．どの項目に対するご意見ですか？該当する項目番号を２の意見欄に記入ください。 

１ 小学校給食の委託化の推進 12 公民館等管理運営のあり方の検討 

２ 公立幼稚園アフタースクール事業の推進 13 生涯学習都市づくりの推進 

３ 市立中学校へのスクールランチの導入 14 学社連携システムの構築 

４ 大規模改修・耐震化の年次的な推進 15 スポーツ施設のあり方の検討 

５ 創立１００周年記念事業の推進 16 収集資料整理・活用事業の推進 

６ 学力向上の推進 17 自然資料館普及啓発事業の推進 

７ 教育相談活動の充実 18 子ども読書活動の推進 

８ 特別支援教育の推進 19 ブックスタート事業の推進 

９ 安全対策・教育の推進 20 教育委員会会議の実施状況 

10 人権教育の推進 21 教育委員の活動状況 

11 進路選択支援事業の推進 22 その他（点検評価全般に関すること等）

     

２．ご意見をお書きください。 項目番号（    ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご意見は、次のいずれかの方法でお寄せください。 
○ＦＡＸで → ０７２－４３３－４５２５ （この用紙をお使いください。） 
○手紙で  → 〒596-8510 岸和田市岸城町７－１ 教育委員会教育総務部総務課 
○メールで → ksoumu@city.kishiwada.osaka.jp 
                件名を「教育委員会の点検・評価について」とお書きください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年度 
岸和田市教育委員会の点検・評価 報告書 

（平成 19年度施策・事業対象） 
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             電話 072-423-9608／FAX 072-433-4525 
             Ｅ－mail ： ksoumu@city.kishiwada.osaka.jp 


	01.pdf
	02.pdf
	03.pdf
	04.pdf
	05.pdf
	06.pdf
	07.pdf
	08.pdf
	09.pdf
	10.pdf
	11.pdf
	12.pdf
	13.pdf
	14.pdf
	15.pdf
	16.pdf



